
NH形ホイスト
取 扱 説 明 書

　警告
ご使用になるお客様に必ずお渡しください。

ご使用になるお客様はこの説明書を読み、理解する

　までは、操作および保守点検を行わないでください。

取扱説明書本文にでてくる警告事項の部分は、製品

　を使用する前に注意深く読みよく理解してください。
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１）取扱い全般について

　危　険
●製品寿命時間を管理し、寿命時間に達する前に全面オーバホール、又は機器の更新を実施してください。

　警　告
●取扱説明書及び注意銘板の内容を熟知しない人は運転しないでください。
●法定資格のない人は、絶対にクレーン操作、玉掛け業務を行わないでください。また、行わせない
　でください。
●作業開始前の点検や定期自主検査を必ず実施してください。

　注　意
●取扱説明書は製品廃棄まで保存し、常時閲覧できる場所に保管してください。

　ホイストの使い方を誤ると、つった荷物の落下や感電などの危険な状態になります。据付・取付、運転・

操作、保守・点検の前に、必ずこの取扱説明書を熟読し、正しくご使用ください。

機器の知識、安全の情報、そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。

　この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「警告」「注意」として区分してあります。

：　回避しないと、死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示す。

：　回避しないと、死亡または重傷を招くおそれがある危険な状況を示す。

：　
回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険な状況

　　及び物的損害のみの発生するおそれがある場合を示す。

　なお、 　　注意 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

［禁止・指示の絵表示の説明］

　　：禁止（してはいけないこと）を示します。例えば、火気厳禁の場合は、

　　：指示（必ずしなければならないこと）を示します。例えば、アース接地の場合は、

＊お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

安　全　上　の　ご　注　意

危 険

警 告

注 意
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２）据付、取付について

　危　険
●横行及び走行のレール端には必ずストッパを取り付けてください。
●ホイストを設置する場所に十分な強度があることを確認してください。

　警　告
●据付は、専門業者、専門知識のある人以外絶対行わないでください。
●ホイストに雨や水がかかるなど、規定以外の環境には据付しないでください。
●必ずアース工事を行ってください。また、アースのほかに漏電遮断器を電路に取り付けてください。

３）運転と操作について

　危　険
●使用前にブレーキの動作を確認し、ブレーキが正常に作動しないときは運転しないでください。
●損傷を受けたり、異音や異常振動がする場合には運転しないでください。
●ワイヤロープに次の異常があるときは絶対に運転しないでください。
　・キンク、形くずれ、腐食があるもの
　・規定より素線の断線、摩耗が大きいもの

　警　告
●定格荷重を超える荷は、絶対につらないでください。
　※定格荷重はフックブロックの銘板に表示してあります。
●つった荷に人は乗らないでください。
　また、人の乗る用途には絶対使用しないでください。
●つり荷の下に入らないでください。
●つり荷の動く範囲に人がいるときは、運転しないでください。
●人の頭上を超えて荷を運搬しないでください。
●荷をつったまま運転位置を離れないでください。
　また、常時荷をつった状態では使用しないで下さい。
●運転中は荷から気をそらさないでください。
●荷やフックブロックを揺らせるような運転はしないでください。
●過巻リミットスイッチを、常時使って止める使い方はしないでください。
●斜め引きをしないでください。
　※荷の真上にホイストを移動させてからつり上げてください。
●地球づり（建屋構造物に引っ掛ける操作など）をしないでください。
●巻下げ時、下限を超えて運転しないでください。
　※巻上げ用ワイヤロープがドラムに 2巻以下になる状態や逆巻したものは使用しないでください。
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　警　告
●安全を考慮しない状態での、つり荷の反転作業はやらないでください。
　※反転作業は、反転専用の機器を使用して行ってください。
●使用前に押ボタンの動作を確認し、押ボタンが円滑に動作しないときは運転しないでください。
●押ボタンスイッチの指示と違う方向に動くときは直ちに運転をやめてください。
　※誤動作、異常動作によりけがをする恐れがあります。
　押し込みに通常より大きな力が必要な場合は、押ボタンスイッチが損傷していることが想定されま
　すので操作をやめて、直ちに分解点検してください。
●宙づりした荷を電気溶接しないでください。
●ワイヤロープに溶接機のアースを接続しないでください。
●ワイヤロープに溶接用電極を絶対に接触させないでください。
●フックの外れ止め金具が破損したままでは絶対に使用しないでください。
●本体やトロリをストッパや構造物に衝突させないでください。
●巻上げ用ロープが、ドラムに正常に巻き取られていない状態では使用しないでください。
●運転中に地震を感じたときは、つり荷を速やかに地上に降ろし電源を切ってください。

　注　意
●定格電圧以外では使用しないでください。
●プラッギング（急逆転）や過度のインチング（寸動運転）をしないでください。
●つり荷をほかの構造物や配線などに引っ掛けないでください。
●押ボタンケーブルを他のものに引っ掛けたり、強く引っ張らないでください。
●負荷時間率、始動頻度を超える使用は絶対にしないでください。
●本体に取り付けられた、警告及び注意表示の銘板やラベルを外したり、不鮮明なまま使用しないで
　ください。
●使用前にフックが円滑に回転することを確認してください。
●玉掛け用具はフックに正しく掛けてください。
●巻上げは、ワイヤロープが張ったところでいったん停止してください。
●押ボタンの回りにじんあい、砂などがたい積しないよう常に清掃してください。
●操作後、押ボタンスイッチを離すときは、自然につり下がった位置まで戻し、人や物にぶつけない
　でください。
●作業に対し揚程が十分であることを確認してください。
●運転位置から離れる場合は必ず電源を切ってください。

４）保守・点検、改造について

　危　険
●各部部品は使用限界を超えて使用しないでください。

　警　告
●製品及び附属品の改造は絶対しないでください。
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　警　告
●純正部品以外は絶対使用しないでください。
●保守・点検、修理を実施する前に必ず電源を遮断してください。
●保守・点検、修理は、事業者が定めた専門知識のある人が行ってください。
●保守・点検、修理をするときは、必ず空荷（つり荷がない）状態で行ってください。
●保守・点検で異常箇所があったときは、そのまま使用せず直ちに補修してください。
●ブレーキライニングは磨耗限界を超えて使用しないでください。

　注　意
●保守・点検、修理を実施するときは、作業中の表示（『点検中』や『通電禁止』など）を必ず行って
　ください。
●モータ・ブレーキ部、制御部分は高温となっている場合がありますので、保守･点検、修理を実施す
　る時は、十分に冷却されていることを確認して実施してください。
●ブレーキギャップ量は適正な調整値にしてください。
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この説明書の目的と構成について

この説明書の目的は、ホイストについて、正しい機械の操作および保守の方法を知っていただくために、

詳しい情報を提供することです。この説明書には、次の情報が記載されています。

１．安全について

この章では、警告用語の使い分けと守るべき一般的な順守事項、本機特有の特別順守事項とホイストに貼

ってある警告ラベルについて説明してあります。

２．ホイストの取付前の作業について

この章では、ホイストを取り付ける前に必要な官庁検査、ホイストが走行するレールおよび落下防止装置

（ストッパ）の取り付けについて、また機内配線等について説明してあります。

３．商品がお手元に届いた後の解荷と点検　

この章では、商品がお客様のお手元に届いた後の解荷と運搬中に起きた商品の損傷などのチェック、付属

資料、付属品について説明してあります。

４．ホイストの取付と試運転　

この章では、ホイストをレールに取り付ける順序と注意事項および試運転について説明してあります。

５．ホイストの正しい使い方

この章では、ホイストの安全な使い方、末永く使ってもらうための上手な使い方について説明してありま

す。

６．ホイストの部品　

この章では、ホイストに使用されている消耗品等について説明してあります。

７．ホイストの構成と動作説明　

この章では、ホイストの構成およびブレーキ調整、点検、交換、またホイストを使用するうえにおいて知

っていてほしい構造等について説明してあります。

８．ホイストの保守と定期自主検査　

この章では、ホイストの保守と定期自主検査の基準および一般故障の原因と対策等について説明してあり

ます。



警告用語 意　　　　　　　　　　　　　　味

警　告
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●ホイストの操作および保守・点検を行う場合には、必ずこの説明書の指示・警告に

従ってください。もし疑問点または不明な箇所があれば、購入店または弊社に問い

合わせて回答を得るまで、ホイストを取り扱ってはいけません。

１．安全について

１－１　警告用語の種類と意味

取扱説明書および機械本体に取り付けてある警告ラベルでは危険度の高さ（または事故の大きさ）に従っ

て、次の４段階に分類しています。以下の警告用語がもつ意味を理解し、本書の内容（指示）に従ってく

ださい。

危険

警告

注意

※注記 特に注意を促したり、強調したい情報について使用されます。

回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険な状況及び物的損害
のみの発生するおそれがある場合を示す。

回避しないと、死亡または重傷を招くおそれがある危険な状況を示す。

回避しないと、死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示す。

警告図記号の例

△記号は、注意を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体的な注意内容（左図の場

合は感電注意）が記載されています。

記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止内容が記載さ

れています。

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。図の中や近傍に具体的な指

示内容（左図の場合は必ずアースを接続してください）が記載されています。

お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管して下さい。※注記



－8－

１－２　取扱全般についての注意事項

ご使用の前に特に知っておいていただきたいこと、守っていただきたいことをまとめてあります。必ずお

読みください。なお、この取扱説明書の警告事項に従わなかった場合に生じる不具合や事故についての責

任は負いかねます。

①作業に適した服装をしてください。 ②取扱説明書および警告ラベルの内容を、よく理解

して運転してください。

③電源コードに異状がないか確認してください。 ④無断で部品やカバー類を外して運転しないでくだ

さい。

⑤運転をするときには周囲に子供や作業に関係

のない人がいないことを確認してください。
⑥緊急時の動力遮断位置を確認しておいてください。

△注意　被覆のはがれな
どがあると漏電・ショートの

原因になります。

※注記　ヘルメット・安全靴・保護
具等を積極的に着用してください。
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⑦異状を感じたら直ちに作業をやめて、点検をし

てください。

⑧疲労を感じたら、無理に作業を続けず休憩をし

てください。

⑨点検、調整時には必ず機械を止めて行なってく

ださい。
⑩いざというときのために、取扱説明書はキチン

と保管しておいてください。

△注意　過負荷状態で作業をしないでください。

△注意　判断ミスや誤操作

が起こりやすくなります。
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1－3 警告ラベルについて

ホイストには、特に注意を要する箇所に警告ラベルを貼り付けてあります。これらの正確な位置および

危険の内容について十分な時間をかけて、危険防止の内容を理解してください。

（1）警告ラベルの貼付位置

警告ラベルの貼付位置と警告ラベルの内容については、本ページおよび次頁の写真を参照してください。

① ①トロリ（横行装置）

②制御盤

③

③

②

トロリ側板は下図の

如くⅠビームに合わせ

てスペーサ調整を行い

取付けて下さい。
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（2）警告ラベルの取扱い

●警告ラベルが設置時および毎定期自主検査時にすべて読めるか確認してください。文字やイラストが

見えない場合、ラベルの汚れを落とすか交換してください。

●警告ラベルの汚れ落としには布、水、洗剤を使用してください。

●警告ラベルの損傷、紛失、読めない場合は、ラベルの交換の必要があります。購入店あるいは弊社に

お問い合わせください。

④

⑤

⑤ホイスト銘板

⑥

④ギヤードモータ取付け

⑥押ボタンスイッチ
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ＮＨ形電気ホイスト取扱説明書

このたびは日本ホイストの製品をお買い上げいただき有難うごさいます。

この説明書は、弊社のバラエティー豊かな機種の共通的な部分の電気ホイストの正しい取扱方法および保

守点検等について述べたものです。取付け、運転、保守点検が不十分ですと、ホイストの機能が十分に発揮

できず、作業能率が低下するばかりでなく、時として機械の破損、人体への傷害など重大な事故を招く危険

性があります。据付け運転される前に十分お読みいただき、正しく使用すれば必ずや長期にわたって真面目

に働いてくれるものと確信しております。以下、このホイストを末永く可愛がっていただき、事故なく仕事

をしていただくうえに役立つ事項を述べたもので、ぜひご一読のほどお願い致します。

また、保守や点検の際に必要になりますので、お読みになった後は必ず保管して下さい。

２．ホイストの取付け前に

２－１　使用条件と使用変更について

●下記記載の環境には据え付けないでください。故障を生じたりホイストの寿命が短

くなります。

（1）使用条件を確認して正しくご使用ください。

次の条件で使用する場合には標準仕様と異なります。弊社代理店あるいは弊社にご相談くださ

い。

※注記

①４０℃以上の高温、－１０℃以下の低温、９０％を越える高湿、酸や塩分の多い雰囲気中では使わな

いでください。
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②有機溶材や爆発性粉塵等の引火爆発の危険性

がある環境では絶対に使用しないでください。

⑤機種ごとに定められた負荷時間率、始動頻度の

限度を越える高頻度では使用しないでください。
④正しい電源でご使用ください。（銘板に記

載の電圧をご確認ください）

③雨水が直接かかる場所では使用しないで

ください。

（2）走行装置や横行装置を付ける場合　

装置については当社指定品をご使用ください。また工事はクレーン構造規格に従ってください。

（3）簡易リフトの巻上機として使用する場合　

簡易リフト構造規格に従ってください。

●人が乗る用途には、絶対に使用しないでください。
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２－２ ホイストの適用区分

●Ｄ等級を越えて使用する場合、販売店または当社にお問い合わせください。

●定期自主検査の間隔は、短く頻繁に実施してください。

●短時間に集中して使用しますと、モータやブレーキの過熱の原因になり、また、
開閉器などの寿命を著しく短縮することになります。

●ＮＨホイストの適用区分は、太線に囲まれた【Ａ等級】～【Ｄ等級】です。

それ以上では、絶対に使用しないでください。

ホイストの寿命は、荷重の大きさ、負荷時間率および始動頻度に左右されます。従って、一般電気機械と

同様に使用限度を越える負荷時間率あるいは始動頻度でご使用になりますと、電動機などの温度が許容限

度を越えて焼損したり、早期故障の原因となるほかに、機械的寿命も早める原因となります。

つり上げ装置等の等級

区　分

つり上げ装置等の使用時間

800時間
未満

800時間
以上
1,600時間
未満

1,600時間
以上
3,200時間
未満

3,200時間
以上
6,300時間
未満

6,300時間
以上
12,500時間
未満

12,500時間
以上
25,000時間
未満

25,000時間
以上

常態として定格荷重
の50％未満の荷重の
荷をつるクレーン

A A A B C D E

常態として定格荷重
の50％以上63％未
満の荷重の荷をつる
クレーン

A A B C D E F

常態として定格荷重
の63％以上80％未
満の荷重の荷をつる
クレーン

A B C D E F F

常態として定格荷重
の80％以上の荷重の
荷をつるクレーン

B C D E F F F

つり上げ装置の等級の各種クレーンへの適用例（抜粋）
No. 適用されるクレーン 巻上

1
発電所用クレーン
分解点検用クレーン

A

2 機械および組立工場用クレーン A
3 一般工場用クレーン B－D
4 天井クレーン（バケット付、マグネット付） D－F
5 レードルクレーン E－F
6 一般用橋形クレーン（フック付） B－C



保守の義務

ク レ ー ン 等 の 使 用 者

製造許可

クレーン製造者

0.25t以上積載荷重

荷　　　　　重

簡易リフト 2）

横行装置付きホイスト

及びその他のクレーン

クレーン等の種類

ⅣⅢⅡⅠ

最大始動頻度 ／

負荷時間率％ED

反復定格区分
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許容負荷時間率と始動回数　

ＮＨホイストは、一般電気機械と同様に、使用限度を超える負荷時間率または始動頻度でご使用になり

ますと、電動機などの温度が許容限度を超えて損傷したり、早期故障の原因となるほかに、機械的寿命も

早める原因となります。

負荷時間率、始動頻度区分を表１に示します。

60

360

40

240

25

150

15

90

負荷時間率（％）＝ 最も多く使用する１時間で電動機に通電されている時間の合計（分）
60分

×100

巻上電動機はホイストに組み込んだ状態で定格電圧、定格周波数および定格荷重の６３％の試験荷重の

もとで、表１に規定する負荷時間率および最大始動頻度で温度が一定になるまで繰り返し運転をし、各部

の温度を温度計法または抵抗法で測定し、温度上昇が許容値以下であること。

２－３ 官庁手続

電気ホイストをモノレール（テルハ）、クレーン、

または簡易リフトとして使用する場合にはクレーン

等安全規則、構造規格に準拠して設置工事を行うこ

とが必要です。

設置工事を行う前に、クレーン等安全規則に基づ

き下表に示すように〈設置届〉あるいは〈設置報告〉

が必要です。これらの手続きを所定の期日までに所

轄労働基準監督署長に確実に行ってください。

つり上げ1）

荷 重

3t以上

0.5t以上
3t未満

設置届 落成検査 設置報告

◯◯◯

◯

◯

◯

◯

◯

１）つり上げ荷重＝定格荷重＋フックなどのつり具の重量（質量）をいう。

２）簡易リフトとは、エレベーターのうち荷のみを運搬することを目的とする昇降装置で、搬器の床面積

が１ｍ2以下またはその天井の高さが1.2ｍ以下のものをいう。これを越えるものはエレベータとみな

され、電気ホイストでは使用できません。

回
h
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●法的手続きの義務　

電気ホイストをクレーンとしてお使いになる場合には「クレーン等安全規則」の適用を受け、あらかじ

め所轄の労働基準監督署長への届け出が義務づけられています。また、クレーンの運転あるいは玉掛け業

務にたずさわる方は、それぞれ定められた資格が必要です。

3t以上のクレーン

製　造　許　可

設　　置　　届

検　　査　　証

落　成　検　査

年 次 自 主 検 査

月 次 自 主 検 査

日　常　点　検

使　用　再　開

休　　　　　止

変　更　検　査

変　　更　　届

性　能　検　査

3ｔ未満に変更

廃　　　　　止

1/2t以上3t未満
の ク レ ー ン

設　置　報　告

年 次 自 主 検 査

月 次 自 主 検 査

日　常　点　検

簡易リフト1/4ｔ以上

設　置　報　告

日　常　点　検

荷　重　試　験

月 次 自 主 検 査

年 次 自 主 検 査

休　止　報　告

検 査 証 返 還

申請 合格検査

申請 合格検査

申請 合格検査

届出 許可

申請 許可審査

申請 合格検査

届出

使用

使用使用

玉掛

運転

就
業
制
限

●自主検査記録

3年間保存211条

●自主検査記録

3年間保存38条

36条

35条

34条

210条

209条

208条

202条

203条

1.2倍

11条様式9

床面積1ｍ2以下又は

カゴの高さ1.2ｍ以下

様式13条

使用者

製造者

5条

6条

様式2.3

工事開始30日前

様式4

有効2年

9条

40条

34条

35条

36条

●自主検査記録、3年間保存、38条

（年次点検）

45条

44条

48条

49条

52条

様式14

様式13

様式12

5ｔ以上運転室付

免許要、22条

5ｔ未満～／ｔ以上

特別の教育21条

1ｔ以上、免許者

技能講習修了者

221条

1ｔ未満

特別の教育222条
｛
｛

操作方式

資　格 つり上げ荷重

運転特別教育修了者

運 転 技 能 講 習 修 了 者
運 転 特 例 講 習 修 了 者

クレーン運転士免許者

跨線床上操作式運転室/無線

テルハ

×

×

◯

5t以上

◯

◯

◯

5t未満

×

◯

◯

5t以上

◯

◯

◯

5t未満

◯

◯

◯

運転業務

【注】１．〇印：就業可能、×印：就業不可　

２．床上操作式とは、床上で運転し、かつ、当該運転をする者

が荷の移動とともに移動する方式のことです。

資　　格

玉掛特別教育修了者

玉掛技能講習修了者

1t未満1t以上

つり上げ荷重

◯×

◯◯

玉掛業務

【注】１．〇印：就業可能、×印：就業不可　

２．昭和 53年 9月 30日以前に取得

したクレーン運転士免許者は、つ

り上げ荷重が1ｔ以上の玉掛けの

業務に就くことが出来ます。

・取扱業務（21条・22条・221条・222条）

1
2

荷　重　試　験

12条

1.25倍



ナット

取付可否
適用Ⅰ形鋼形式

H100

H125

H150
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２－４ Ⅰ形鋼およびストッパの取付け工事

（1）Ⅰ形鋼の取付け

●ホイストの横行用およびクレーンの走行用Ⅰ形鋼はできるだけ水平に取付けてく
ださい。傾斜が大きすぎると、ホイストが自走し取扱いが不便になるとともに、

モータ焼損等事故の原因になります。

Ⅰ形鋼をブラケットに直接溶接するとかボルト締めするより、Ⅰ形鋼取付金具を利用して取付ける方

が便利です。Ⅰ形鋼取付金具を使用しますと現場加工が不要でⅠ形鋼をそのまま、取付け・取替えがで

き、心出し、レベル調整も簡単に行えます。なおレールをジョイントする場合は極力柱付近で行ってく

ださい。

ボルト頭

180×100×6

200×100×7

400×150×10
350×150×9

300×150×10

300×150×8

250×125×7.5

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯ ×
◯

×

◯

◯

◯

◯

Ⅰ形鋼取付金具には現場に合わせた長さの吊棒（ボルト）を溶接して下さい。Ⅰ形鋼取付金具にボルト等を溶接した場合、〇印は適

用可能であり、×印及びその他のⅠ形鋼には不可である。全ネジボルトを使用する場合はナットと共に溶接する。

表２は標準形ホイストをご使用の場合の使用Ⅰ形鋼の許容最大スパンについて示してあります。

Ⅰ 形　　鋼 標準ホイスト定格荷重別許容最大スパン（ｍ）（両端支持のとき）

寸　法（mm） 重　量
（kg/m） 0.5ｔ 10ｔ7.5ｔ5.0ｔ2.8ｔ2.0ｔ1.5ｔ1.0ｔ

200×100×7

250×125×7.5 

250×125×10

300×150×8

300×150×11.5

350×150×9

350×150×12

400×150×10

400×150×12.5

450×175×11

450×175×13

600×190×13

600×190×16

26.0

38.3

55.5

48.3

76.8

58.5

87.2

72.0

95.8

91.7

115

133

176

10.1

12.0

7.1

8.4

9.6

12.0

12.2

2.9

5.8

6.9

7.8

9.8

10.0

12.1

12.6

3.2

5.9

3.5

8.5

8.5

10.5

10.9

12.5

5.0

7.1

3.9

8.8

9.2

10.5

11.7

5.3

2.8

6.6

5.7

7.6

8.3

9.8

3.5

4.5

2.2

5.2

4.1

7.1

9.3

12.2

2.1

3.3

4.0

1.8

5.5

7.1

9.7

表2 Ⅰ形鋼の標準使用範囲と許容最大スパン一覧表

※　Ⅰ形鋼の強度計算はクレーン構造規格による。

第1図



危　険

Ｈ （mm）

Ｆ （mm）

Ｅ （mm）

車輪径 Ｄ（mm）

Ａ （mm）

Ｈ （mm）

ｄ （mm）

Ｂ （mm）

等辺山形鋼（mm）

Ⅰ形鋼 （mm）

Ａ式ストッパ

危　険
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（2）ストッパの取付け

●Ⅰ形鋼の端末からホイストがいかなる場合でも脱落しないように、ストッパを完
全に取付けてください。

●ホイストを設置する場所に十分な強度があることを確認してください。強度不足
ですとホイストが落下し大変に危険です。

ストッパの取付けは、第３図および表３によって取付けてください。しかしこのストッパはホイスト

を常時衝突させて止めるような運動は絶対に避けてください。なおストッパの当たり面の緩衝材にはカ

シなどの堅い木よりヒノキなどの弾力性のあるものを使用し、横行車が直接鋼材に当たるのを避けるよ

うにしてください。ダブルレール形についても同様ですが、ストッパは第４図および表４のようにホイ

ストの車輪径の半分以上の高さのものを使用し、左右の車輪が同時に当たるように注意してください。

450×175350×150250×125200×100

65×65×650×50×6

3022

280190110105

Ｍ20Ｍ20Ｍ16Ｍ16

65605040

390250180

300210160

504030

240160120

●ホイスト・クレーンの電気工事は、電気設備技術基準をはじめとする法令の定め
るところに従い、電源ケーブルとの結線は制御盤内の結線図あるいは本取扱説明
書によって適正に施行してください。適正でないと感電や火災のおそれがありま
す。

２－５ 機内配線

※注記 電気工事については、専門の電気工事店または当社の指定工事店・サービス店に依頼されること

をおすすめいたします。

（1）キャブタイヤ給電

ホイストの横行とともに移動するようにキャブタイヤケーブルを架設し給電する方法です。取付けに

は、ケーブルトロリー、マジックハンガー、ケーブルハンガーの３種類のアタッチメントがあります。

第3図 第4図

表3

表4

ｄボルト

緩衝材

溶接
走行レール
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※注記 配線における電圧降下　

電源からのクレーンやホイストへの電線の選定を誤ると規定の電圧がかからず、クレーンの動作不良

となったり電動機等を焼損することがあります。この理由はいかに銅を使った電線といえども電気抵抗

があるため、電線を電流が流れる間に電圧が下がってしまい、電動機に電圧が十分にかからず完全に動

作しないためです。このような電圧降下をおこさないように表５の「電源用キャブタイヤケーブル使用

最大長さ」を参照にして適正なキャブタイヤケーブルを選定してください。

NHE500

NHE1.0T・1.5T

NHE1.0K・1.5K・2.0T

NHE2.0K・2.8T

NHE2.8K

NHE2.8P・U2

NHED2.8-G

NHU1

NHU2

キャブタイヤ
機種

キャブタイヤ
機種2S

16

15

12

－

－

－

－

27

－

3.5S

29

28

21

14

－

－

14

47

21

5.5S

44

41

32

21

16

18

21

75

34

8S

63

59

46

30

23

25

30

109

49

14S

82

54

40

45

54

86

NHE5-R・D5-R

NHE5P-G・D5P-G

NHE5P-S・D5P

NHED7.5P-G

NHE10-R

NHED10-G・D10H-G

NHED10P・D15P

NHED20-G

NHED20D・D30D

5.5S

17

18

－

－

－

－

－

－

－

8S

25

25

15

20

－

－

－

－

－

14S

45

45

26

36

42

39

－

－

－

22S

71

71

41

57

67

61

38

－

－

30S

55

78

91

83

51

46

－

38S

69

99

116

106

65

58

－

50S

86

77

46

60S

92

55

●ケーブルトロリー

表５　電源用キャブタイヤケーブル使用最大長さ

レールは軽量溝形鋼（亜鉛メッキもあります）を使用する

ため、長尺で接続部が少なく、ハンガーで支持します。

なお、ジョイント部の２本のレールは平滑に仕上げてくだ

さい。

名　　　称 名　　　称 摘　　要 重　量摘　　要 重　量

トロリー Ｓ型

トロリー Ｌ型

トロリーＳＳ型

トロリーＬＳ型

トロリーＬＬ型

ハンガー

ジョイント

エンド

固定エンド Ｓ型

固定エンド Ｌ型

固定エンドＳＳ型

固定エンドＬＳ型

固定エンドＬＬ型

レール

0.37kg

0.41kg

0.41kg

0.45kg

0.49kg

0.36kg

1.16kg

0.22kg

0.45kg

0.49kg

0.49kg

0.53kg

0.57kg

3.3kg/m

両端

CT     S型固定

CT   L型固定

CT SS型固定

CT LS型固定

CT LL型固定

軽量溝形鋼

d＝　13～22

d＝　24～35

S型2本吊

L型＋S型

L型2本吊

3mピッチ

キャブタイヤ吊間隔2m

定格電流における電圧降下を2％以下になる様選定しています。
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●マジックハンガー ●ケーブルハンガー

Ⅰ　形　鋼

200×100×7

200×150×9

250×125×7.5

90

（51）

57

（53）

115

63

69

66

250×125×10

300×150×8

300×150×10

300×150×11.5

60

（54）

59

63

72

66

72

75

350×150×9

350×150×12

400×150×10

400×150×12.5

56

65

59

66

68

77

71

78

（2）トロリール

手で触れても感電しないように危険な導体を塩化ビニールで覆っています。単体型の絶縁トロリーで

施工が簡単、100ｍ継ぎ目なしで布設ができます。下向きでも横向きでも取付けられ、現場で簡単にラ

インに合わせた切断・曲げ加工ができます。小容量から大容量まで揃っていますので、ホイストやクレ

ーンの定格に合わせたムダのない品種選定ができます。またさまざまな特殊電路も容易に組めます。

端末引締碍子
（フィードイン端子付）

トロリール本体

ブラケット（別途）

標準ハンガー

端末固定碍子
集電アーム
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（3）トロリーダクト

導体が堅ろうな鋼製ダクトで保護され感電事故を防ぐのに役立ちます。曲線施工、ポイント切替え、

回路分割などの複雑なラインが簡単に組めて、長寿命でメンテナンスも容易です。また豊富に揃った標

準品で工期が短く、導体が鋼製ダクト内にコンパクトに納められており、設置場所が小さく建物や機械

設備に近接して取り付けられます。このため空間が有効に利用でき、増設・移設もできます。

けん引アーム

ドロップアウトダクト

接続板
（ダクトに付属）

水平曲がりダクト

エンド

センターフィードインボックス

ハンガー

トロリー

直線ダクト

フィードインボックス

●必ずアース工事を行ってください。またアースのほかに漏電遮断器を電路に
取付けてください。漏電すると感電する危険があります。

（4）絶縁　

電気を必要な箇所へ安全に効率よく送り使用するためには、必要以外の箇所へ電気が漏れないように

しなければなりません。このためには電気や電気機器では線間、大地間、巻線間において電気の流れる金

属の導体を絶縁体で包む必要があります。絶縁体を用いて目的以外の箇所に電流が流れるのを防止する

ことを、電気を絶縁するといいます。絶縁物は湿気を帯びたり、熱を受けて変質したり、日光や風雨にさ

らされて変質したり、外部より損傷を受けると絶縁は劣化します。絶縁体が劣化すると漏洩電流が多く

なり、感電事故や火災の原因となるので、定期的に絶縁抵抗をメガーで測定し絶縁を良好に保つように

しなければなりません。

ホイスト式クレーンにおける全回路の絶縁抵抗は、200Ｖ級では0.2ＭΩ以上、400Ｖ級では0.4Ｍ

Ω以上でなければなりません。

（5）接地（アース）工事

ホイストおよび横行Ⅰ形鋼等は確実にアースがとれていなければなりません。アースがとれていない

場合には、万一漏電すると感電する危険があります。鉄骨または鉄筋コンクリート造りの建物にレール

を敷設しホイストを取付ける場合、ホイスト本体と大地間の電気抵抗が１００Ω以下であればＤ種接地

工事の特例として、接地工事を施したものとみなされ、特に設置工事を施す必要はありません。ホイス
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トのトロリ部や建物の取付け部が錆や塗料で絶縁されないようにしてください。木造の場合には、アー

スブラシを取付けるか、アース線を１本増設し確実にアースを取らなければなりません。アース線は、

1.6mm以上の軟銅線を使用し、Ｄ種接地工事（接地抵抗１００Ω以下）を施す必要があります。

また、ホイストに使用されているモーターの絶縁材料は高絶縁材料のために静電気が発生し、環境に

よっては人体に感じるほど大きくなります。静電気の発生を防止することはできませんので静電気対策

としてもアースを確実にとる必要があります。

●配線作業時には主電源を必ず切ってください。感電の恐れがあります。

●電気設備技術基準内線規定および電力会社の規定に従って配線してください。

●結線は制御盤内の結線図または本取扱説明書によって実施してください。間違
いますと感電や火災の恐れがあります。

●制御盤カバーおよびギヤードモータカバーを確実に取付けしてください。感
電の恐れ、カバー落下の恐れがあります。

電源への接続は制御盤より口出線が出ています。500～2.8Ｐは

５心を使用しており、このうちホイストの電源線は無色透明で１・

２・３の線が該当し、また走行用操作線は青色透明で４・５の線が

該当します。Ｄ2.8－Ｇタイプ以上の電源線用口出線は３心を使用し

ています。何れの場合にも電源用口出線１・２・３のうち２は必ず

Ｓ相に接続してください。なお動作がスイッチ表示と逆の場合は１

と３をつなぎ替えてください。

クレーン走行配線には、走行専用の正逆一組の電磁接触器をご使

用ください。電磁接触器を使用しない場合、電動機およびスイッチ

焼損の原因となります。

（6）配線

Ｄ2.8－Ｇ以上

１・２・３

赤・白・黒
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３．荷がつきましたら

３－１最初の点検

ホイストは一台ごとに厳重な検査のもとに確実な調整をし、試運転を行ったうえで出荷しておりますが、

輸送中の事故の可能性も皆無とはいえません。荷造りを解かれたら直ちに次の事項を点検してください。

（1）ご注文の仕様のものか。（ホイスト本体の銘板で確かめてください）

なお、この確認のときにホイストの形式、製造番号を記録しておきますと、後日のメンテナンスなど

に便利です。

（2）輸送中の事故などにより損傷を受けていないか。

（3）付属品に不足はないか。

●横行用ギヤードモータ ●ケーブルバランサー

●取扱説明書　 ●検査証　　 ●クレーン関係法規抜粋　 ●クレーン定期自主検査記録

（4）電気部分の絶縁抵抗が低下していないか。（５００Ｖメガにより測定して１ＭΩ以上あれば合格）

３－２据付・上架時の注意

（1）過巻防止レバーが変形していないか。またリミットスイッチが水平に取付いているか。

（2）ワイヤロープが輸送中につぶされて偏平になっている箇所はないか。

（3）ロープエンドがきちんとはまっているか、あるいは押さえられているか。

（4）締め付け各部に緩みはないか。

（5）電源電圧とホイストの定格電圧が一致しているか。

（6）レールが基準通りに敷設されているか。

（7）各所に貼付されている警告ラベルや銘板がはがれたり、読みにくくないか。

ホイストを取付ける前に銘板に記載されている事項を控えておくと便利です。
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４．ホイストの取付から試運転まで

●据付は、専門業者、専門知識のある人以外絶対行わないでください。

●あやまった施工方法で取付けるとホイストが落下し重大な事故になる危険があり
ます。

※注記 ホイストに雨や水がかかるなど、規定以外の環境には取付けしないでください。故障の原因や

ホイストの寿命が短くなります。

４－１　レール幅調整方法

（1）普通形ホイスト

本体と側板を取り付けてあるボルト（ホイストハン

ガー）にディスタンスカラーが入っていますので、任

意にⅠ形鋼の幅に合わせてください。

●Ⅰ形鋼１００幅の場合 第６図

ディスタンスカラー（厚さ１２．５mm）を全て側板外

側に出します。

●Ⅰ形鋼１２５幅の場合 第７図

ディスタンスカラーを両側１枚づつ側板内側に入れ

ます。

●Ⅰ形鋼１５０幅の場合 第８図

ディスタンスカラーを両側２枚づつ側板内側に入れ

ます。

あらかじめホイストが走行するレール（Ⅰ

形鋼）の幅を測っておいてください。

（2）ローヘッド形ホイスト

ローヘッド形ホイストについてもディスタンスカラ

ーによりⅠ形鋼の幅に合わせて調整できます。

●1トン、1.5トンタイプについては100・125・150幅

を標準にしています。（第９図参照）

●2トン、2.8トンタイプについては125・150幅を標準

にしています。（第10図参照）

ホイスト

定格荷重 1トロリ2トロリ2トロリ

2.0～

2.8ｔ

0.5～

1.5ｔ

4.8～5.0ｔ2.8ｔ

◯

●

◯

◯

●

◯

◯

●◯

◯◯

●

90 115 15011590車輪径

100幅

175幅

150幅

125幅

Ⅰ形鋼適用幅 ●印は工場出荷時を示します

※注記

第6図　100幅

第7図　125幅

第8図　150幅
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第11図のナットを緩めると側板が両側に開きます。

ナットの締付けは、トルクレンチを使用して表12の値

で締付けてください。

表12 ナット（車輪径） Ｍ27（ 115）

49.0kgfm18.8kgfm締付けトルク

Ｍ20（ 90）

※注記　右図のＬが左右均等になるように締付けてく

ださい。なお上架後、無負荷の状態で一度ナ

ットをゆるめ、ホイストハンガーとドラムケ

ースのボルト穴に隙間がないように調整して

ください。

●ホイストハンガーとドラムケースのボルト穴に隙間がありますと、車輪の浮き上
がりやホイスト本体の傾きが生じ、横行不良あるいは故障の原因となります。

４－２Ⅰ形鋼へのホイスト取付け順序

ホイストを台上に置いたままギヤ

側側板に横行電動機を取付けて下

さい。

取付けボルトをゆるめ、そのまま

Ⅰ形鋼幅が通る様に最大限に広げて下
さい。

横行電動機へチェンブロックを巻いて

つり上げます。

100幅

NHEL1.0T（K）・1.5Ｔ（K）
150幅125幅 150幅125幅

NHEL2.0T（K）・2.8T（K）第9図 第10図

Ｌ
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４－３ 簡易リフト用ホイストの取付け（第１３図参照）

ギヤ側をⅠ形鋼へはめ込みます。 ロープを締付けていきますと、プレーン

側のみつり揚がりⅠ形鋼へはまり込み
ます。取り付けナットを締付けて下さい。

プレーン側へロープをかけます。

次に横行車がⅠ形鋼幅に少し余裕

を持って取付けられたかよく点検

し、取付けナットを充分締付けま

す。

●ホイストをⅠ形鋼の一端から差し込めば最も簡単ですが、このよ

うな場合はほとんどありません。前述の写真の要領でⅠ形鋼へ

取付けてください。

●ホイストを取付けたらホイストが逸走・脱落しないように両端に

ストッパを取付けてください。

簡易リフトの動力源としてホイストを使用する場合、昇降に

伴いワイヤロープのドラムへの巻取位置が左右に移動しますの

でホイストの取付けに際し十分注意してください。ドラムの巻

取位置とフックの中心（搬器吊点）の位置がずれますとワイヤ

ロープが横引きとなり、ドラム上で乱巻きを起こすためワイヤ

ロープを早く痛め危険です。簡易リフト用ホイストは、搬器が

最上位置にあるときワイヤロープがドラム溝へ真直ぐ（鉛直）

に巻取られるように取付けてください。

●ホイストをクレーンまたは簡易リフトの巻上機として使用する場合は、それぞれク
レーン構造規格または簡易リフト構造規格の適用を受けます。

●ホイストをエレベータの巻上機として使用することはできません。

■押ボタンスイッチの取付け

押ボタンスイッチのキャブタイヤケーブルをスイッチリードまたはケーブルバランサーに取付ける場合

には、使用中に張力がかかったときにキャブタイヤケーブルに無理な張力がかからないよう、多少余裕を持つ

ように取付けてください。

ホイスト取付中心

最下位置のフックの中心

最上位置のフックの中心
（ゲージの中心）

第13図
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●ＮＨケーブルバランサー

イ．普通形ホイストへ取付ける場合、ギヤケース

エンド下側ネジ穴にケーブルバランサーのシ

ャフト をねじ込み、ナット にて固定する。

ロ．押ボタンスイッチ が胸の高さ（床上より

1.3ｍ程度）になる位置でワイヤロープ の先

端のサポート に押ボタンスイッチのキャ

ブタイヤケーブルを堅固に固定する。

ハ．キャブタイヤケーブル の引き代を２ｍ程度

確保し、シャフト にテープ等で固定する。

ニ．張力の調整が必要な場合には、丸小ネジ を

外し、押ボタンスイッチが自重で下らなく

なるまで割ピン を時計方向に回し、再び丸

小ネジ でフレームに固定する。

21 22

25

13

16

24

21

6

6

5

●スイッチリード

イ．スイッチリード取付位置は機種・揚程により

ギヤケースエンドあるいはトロリ側板にあり

ます。

ロ．押ボタンスイッチ が胸の高さ（床上より

1.3ｍ程度）になる位置でスイッチリードの

バネ の先端のサポーター に押ボタンス

イッチのキャブタイヤケーブルを堅固に固定

する。

ハ．キャブタイヤケーブル の引き代を１ｍ程

度確保し余裕を持たせて残りのサポーター

に固定する。

12

410

20

4

No.

1

2

3

4

5

No.

6

7

8

9

10

No.

11

12

13

14

15

No.

16

17

18

19

20

No.

21

22

23

24

25

名　　　称

フレーム

巻取ドラム

ピン

うす巻板バネ

割ピン

名　　　称

丸小ネジ

バネ座金

平座金

タッピングネジ

丸小ネジ

名　　　称

バネ座金

ナット

ワイヤロープ

チェーン

座金

名　　　称

サポート

ゴムブッシング

スリワリ付ボルト

バネ座金

ナット

名　　　称

シャフトＭ１６

ナットＭ１６

リング

キャブタイヤケーブル

押ボタンスイッチ

No.

1

2

3

4

5

6

No.

7

8

9

10

12

13

No.

14

15

16

17

18

19

名　　　称

スイッチリードアーム

ボルト

バネ座金

サポーター

ゴムブッシング

スリワリ付ボルト

名　　　称

スリワリ付ボルト

平座金

ナット

バネ

押ボタンスイッチ

パテントプロテクター

名　　　称

パテントブッシュ

座金

ナベ小ネジ

タブハウジング

タブハウジング

キャブタイヤケーブル

ケーブルバランサー

ＮＨケーブルバランサーの適正使用の押しボタンスイッチは標準6点、12m揚程までとする。
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４－４ 無負荷試験

ここで最も注意していただきたいのが最初のスイッチオンです。最初は必ず「上」の押ボタンスイッチ

を押してください。このときフックブロックが押しボタンの表示通り上昇すれば正しく結線ができています。

もし逆に下降するようでしたら電源線３本のうち接地相でない２本、Ｒ（No1または赤色）とＴ（No3また

は黒色）を入れ替えて接続し正しく作動するか再確認してください。入れ替えないでそのまま逆相で使用しま

すと、１段目過巻リミットスイッチが働かないでフックブロックが更に上昇し２段目過巻リミットスイッチで

モータへの電源線を遮断しますので、押ボタンスイッチ操作では動作しなくなります。スイッチ内

で結線替えをした場合も、やはり１段目リミットスイッチは働きません。

巻上げが正常に作動することを確認したら、次に横行・走行方向に運転し、それぞれ全長にわたって正し

く動作するか確認します。（最初のスイッチオンの前に検相器でRSTの確認をすると逆相になる心配はありません。）

４－５ 荷重試験および過荷重試験

定格荷重をつり、まず巻上・巻下動作が正しく行われるかどうか確認し、ブレーキの効き具合を確かめます。

次に横行・走行を全長にわたって運転し、Ⅰ形鋼あるいは給電装置に不具合のないことを確かめてくだ

さい。

過荷重試験は125％の荷重をつり上げて試験をします。ホイストは出荷時に125％の過負荷試験も行った

うえで納入しておりますが、この試験によりⅠ形鋼やその他の工事の試験もできます。

この試験はあくまでも各部の機械的強度を確かめるものです。

４－６ ご使用前に

ホイストを取付け実際にご使用になる前に、次頁以下の「ホイストの正しい使い方」および添付のクレー

ン関係法規抜粋、定期自主検査要領書等の資料を十分にご理解いただき、正しい使い方で安全にご使用くださ

るようお願いいたします。

４－７ ご使用後は

ホイストをご使用後は、安全を確認し作業の障害にならない位置に移動してください。ホイストを屋外の

ヤードクレーンまたは橋形クレーン等としてご利用いただく場合には、ホイストを野ざらしにしないでくだ

さい。錆の発生や絶縁低下につながり大変危険です。必ず屋根のついた待避所を設け降雨のときあるいは使

用しないときは格納してください。また強風や漏電による逸走の危険性がありますのでご使用後は電源を切

り、アンカーまたはクランプでクレーン本体を固定してください。



警　告

－29－

（1）設置後の確認と試運転

●押ボタンスイッチと上下動作が逆の場合には逆相となっています。電源スイッ
チを切り、電源のＲ相とＴ相を再確認し入れ替えてください。このとき押ボタ
ンスイッチ部分での接続替えは行わないでください。

●次の方法で揚程あるいは巻上げロープの長さの確認を行ってください。
空荷の状態でフックブロックを床面まで巻下げ、ドラムにワイヤロープが２巻以
上残っていない場合には、ドラム（ワイヤエンド）破損などの危険があります。

※注記

（2）ホイストを設置したあとは次の事項を確認してください。

●運転前の確認　 ●空荷運転による確認　 ●定格荷重運転による確認

■それぞれの運転による確認は「日常点検」の方法に従ってください。

■設置後は、フックのポンチマーク間の寸法および厚みを測定して記録しておいてください。なおポン

チマーク間の寸法はフックに刻印してありますが、正確には現品をあらかじめ実測してください。

フックの検査の際に口の開き・摩耗量を比較するうえで必要となります。
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５．ホイストの正しい使い方

ホイストは重量物をつり、空間を利用して運搬する機械であり、ホイストの使い方を誤ると、つった荷物

の落下や感電などの危険な状態が生じます。運転・操作する前に必ずこの説明書を熟読し正しくご使用くだ

さい。以下にホイストを使用するうえでの危険・注意事項を記しますので、実際に現場でホイストを使用す

る担当者に徹底させ、熟知させてからご使用ください。

（1）

（2）

（3）

警告

警告

警告

●取扱説明書及び注意銘板の内容
を熟知しない人は運転しないでく
ださい。

●法定資格のない人は、絶対にクレ
ーン操作、玉掛け業務を行わない
でください。また、行わせないで
ください。

●作業開始前の点検や定期自主検査
を必ず実施してください。

年次自主検査・月次自主検査で一定期間ごとにクレーンの各部分の異

常の有無について自主検査を行ってください。また、作業開始前の点

検も日常点検表にもとづき十分に行ってください。定期自主検査を安

全有効に行うためには、点検台を設置する必要があります。

●定格荷重を超える荷は、絶対につ
らないでください。
※定格荷重はフックブロックの銘
板に表示してあります。

常用荷重は必ず定格値を超えない注意が必要です。過荷重で運転され

ますと、ギヤ・軸受け等の損傷、ワイヤロープの疲労、電動機の焼損

等の故障の原因となり、ホイストの寿命を縮めるとともに、万一の事

故に際しては人命にかかわる重大な事故を引き起こす恐れがあります。

定格以上の荷重はつらないでください。
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警告
●つった荷に人は乗らないでくださ
い。また、人の乗る用途には絶対
使用しないでください。

警告

●つった荷の下に入らないでくださ
い。

●つり荷の動く範囲に人がいるとき
は、運転しないでください。

●人の頭上を越えて荷を運搬しない
でください。

警告 ●荷をつったまま運転位置を離れな
いでください。

警告
●運転中は荷から気をそらさないで
ください。

つった荷は不安定で、人の転落や荷が落下する恐れがあります。クレ

ーンにより人を運搬したりつり上げて作業をさせないでください。重

大災害につながります。

万一の落下事故に備え、ホイストの真下では操作をしないとともに、

荷物の運搬は人の頭上は避けてください。更にクレーンの運転は揺動す

る荷物にたたかれないように、つり荷の後方または横の位置をつい

て歩くように運転してください。

事業者は、クレーンの運転者を荷をつったままで運転位置から離れさ

せてはならないし、運転者も荷をつったままで運転位置を離れてはい

けません。もし部外者が荷に近づいたりすると大変に危険です。

クレーンの運転の際には、わき見運転をせず、荷の運搬による直接・

間接の事故防止のため、周囲を確認した後に操作してください。運転中

も絶えず周囲の安全の確保に努めてください。

（4）

（5）

（6）

（7）
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警告
●荷やフックブロックを揺らせるよ
うな運転はしないでください。

クレーンの性能および運転操作に習熟するとともに、次の要領で運転す

れば荷振れが少なく運転できます。東・西・南または北のボタンを

押しホイスト・クレーンが始動したらすぐ指を離して一旦スイッチを

切り、遅れたつり荷がホイストの真下まで来たとき再び押ボタンを押

して連続運転を行います。こうすれば荷物が振れず安定した運転がで

きます。

警告
●過巻リミットスイッチを、常時使
って止める使い方はしないでくだ
さい。

過巻リミットスイッチは巻上過ぎによる事故を防ぐための唯一のスイ

ッチです。これを常用しますとリミットスイッチの故障の原因ともな

り大事故のもとになります。リミットスイッチを利用して巻上の停止

位置を一定にするような使い方の場合、別途リミットスイッチを装備

してください。また、レバーを変形させて巻上代を修正することも絶

対にしないでください。

警告●地球づり（建屋構造物に引っ掛け
る操作など）をしないでください。

地球づりは、ギヤの破損、ワイヤロープの切断、電動機の焼損等、人

命にかかわる重大事故になる恐れがあります。

警告
●斜め引きをしないでください。
※荷の真上にホイストを移動させ
てからつり上げてください。

荷物はホイストの真下から巻上げるのが正しい使い方です。横引きを

しますと、つり荷を地切りした時点で荷振れをおこし危険であるとと

もに、ワイヤロープがドラム（巻胴）上で乱巻きとなり、ワイヤロー

プの寿命を著しく縮めることとなり危険です。

（11）

（10）

（9）

（8）
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警告 ●巻下げ時、下限を越えて運転し
ないでください。

下限を越えて運転した場合、すて巻きが２巻き以上確保できなくなり、

ワイヤロープ端末部の張力が大きくなり、ワイヤロープ端末部が破損

し、つり荷の落下事故になる恐れがあります。

（12）

警告
●押ボタンスイッチの指示と違う方
向に動くときは直ちに運転をやめ
てください。

このままの状態で使用されますと、狭圧事故・物損事故等の重大な事

故を引き起こす恐れがあります。

（15）

警告
●使用前に押ボタンの動作を確認
し、押ボタンが円滑に動作しな
い時は運転しないでください。

不良のままの状態で使用されますと、押ボタンのひっかかりでは、

ホイスト・クレーンが暴走し、人命にかかわる重大な事故を引き起こ

す恐れがあります。

（14）

警告
●安全を考慮しない状態での、つり
荷の反転作業はやらないでくださ
い。
※反転作業は反転専用の機器を使
用して行ってください。

反転作業は荷すべり・荷くずれ等の発生する危険があり、人身事故の

原因になる恐れがあります。反転作業は弊社の「反転機」をご使用く

ださい。

（13）
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危険
●使用前にブレーキの動作を確認し、
ブレーキが正常に作動しないとき
は運転しないでください。

ブレーキは電動機の回転を止めるとともに、つり荷を任意の高さに保

持する重要な機器です。

不具合なままの状態で使用されますと、ブレーキが確実に作動しない

場合にはつり荷の落下事故の恐れがあります。

ブレーキの調整方法は機種により異なります。取扱説明書等を参考に

ブレーキ調整を定期的に行ってください。

（16）

危険
●損傷を受けたり、異音や異常振動
がする場合には運転しないでく
ださい。

このままの状態で使用されますと、部品が破損し事故になる恐れがあ

ります。

（17）

危険
●ワイヤロープに次の異常があるとき
は、絶対に運転しないでください。
・キンク、形くずれ、腐食があるもの
・規定より素線の断線、摩耗が大きい
もの

このままの状態で使用されますと、ワイヤロープの強度が低下してお

りますのでワイヤロープ切断事故の恐れがあります。

フックブロックを巻下げ過ぎて地面につけたり、ワイヤロープをドラ

ムへ乱巻きしたりすることは、キンク発生のもとになりますので避け

てください。

（18）

警告●宙づりした荷を電気溶接しないで
ください。

ホイストにアース電流が流れ、故障・事故の恐れがあります。

（19）
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警告
●フックの外れ止め金具が破損した
ままでは絶対に使用しないでくだ
さい。

玉掛けロープが外れ、つり荷の落下事故の恐れがあります。

（23）

警告 ●ワイヤロープに溶接機のアースを
接続しないでください。

ワイヤロープの強度低下および切断の恐れがあります。

（20）

警告 ●ワイヤロープに溶接用電極を絶対
に接触させないでください。

ワイヤロープの切断事故の恐れがあります。

（21）

注意
●定格電圧以外では使用しないでく
ださい。

定格電圧の±3％以内でご使用ください。範囲外で使用されますと、電

動機・電磁接触器等の焼損の恐れがあります。

なお、JIS C 9620電気ホイストの低電圧始動試験は動作確認に対する

規定です。

（22）
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注意
●プラッギング（急逆転）や過度の
インチング（寸動運転）をしない
でください。

プラッギングは、ホイスト・クレーンに大きな衝撃が加わり、部品の故

障の原因となり、また、つり荷が振れて落下する恐れがあります。

過度のインチングは、電動機が焼損する原因となるとともに、各部

分の寿命を縮める原因となります。

（24）

注意
●押ボタンケーブルを他のものに
引っ掛けたり、強く引っ張らない
でください。

キャブタイヤケーブルが切断する恐れがあります。

（26）

警告
●本体やトロリをストッパや構造物
に衝突させないでください。

ホイストをストッパに常時衝突させますと衝撃でホイストの寿命を

縮めることになります。また、インバータ異常によるインバータの

停止、部品の脱落、横行走行用電磁接触器の同時投入による暴走

がおこる恐れがあります。ストッパにも無理が生じて傷損すれば、

ホイストが落下し重大な事故を起こす恐れがあります。

（27）

注意
●つり荷をほかの構造物や配線など
に引っ掛けないでください。

ワイヤロープの切断事故、ホイスト・クレーンの落下事故の恐れが

あります。

（25）

1回のスイッチによ

ってそのまま運転

このようなインチングは

ホイストのためによくない

電
流
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注意 ●負荷時間率、始動頻度を超える使
用は絶対にしないでください。

ホイストの銘板表示以上の頻度で使用されますと、電動機が焼損する恐

れがあります。

（28）

注意
●本体に取り付けられた、警告及び
注意表示の銘板やラベルを外した
り、不鮮明なまま使用しないでく
ださい。

誤使用による故障や事故の恐れがあります。

（29）

注意
●使用前にフックが円滑に回転する
ことを確認してください。

フックが円滑に回転しないとワイヤロープがよじれ、ワイヤロープが

損傷するとともに切断する恐れがあります。

（30）

注意 ●玉掛け用具はフックに正しく掛け
てください。

玉掛けが正しくないと、つり荷が落下する恐れがあります。

※玉掛作業に関する注意事項は、安全な玉掛作業を参照してください。

（31）
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注意
●巻上げは、ワイヤロープが張った
ところでいったん停止してください。

このとき、玉掛け用具が正しく掛けられているか、荷のバランスはよ

いか、チェックしてください。

（32）

注意
●押ボタンの回りに、じんあい、
砂などがたい積しないよう常に
清掃してください。

押ボタンスイッチ内でショートし火災が発生したり、スイッチユニ

ットの引っ掛かりによる暴走の恐れがあります。

（33）

注意 ●ホイストの担当者を決めてくださ
い。

ホイストを長く調子よく使うには、その使い方と保守が大切です。

他の機械設備と同様に、ぜひ担当者を決めてください。

（34）
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６．ホイスト部品

消耗品について

消耗部品類をお手元に常備していただいておりますと、万一の故障や交換の場合にも不稼働時間を短縮で

き、ホイストをより効率的にご使用いただけます。

一般的な消耗部品とホイスト１台分の使用数は下表のとおりです。

ワイヤロープ １本
横行用ブレーキライニング 1枚or 2枚
巻上用ブレーキライニング 1枚or 2枚

押ボタンスイッチ １本
横行用マグネット １組

上下用マグネット ２ケ

（1）ワイヤロープ

ホイストのワイヤロープは、JIS  Ｇ3525に準拠しています。定期自主検査時には、7．ホイストの

構成と動作説明のワイヤロープの項目と、8．ホイストの保守と定期自主検査のホイスト式クレーン点

検基準表に基づいて点検してください。交換基準に達しているものは即時交換してください。

（2）マグネット

マグネット（電磁接触器）を再々分解して点検することは現実的には労を要します。従って不意の故

障にもつながります。回数消耗品であり可動部の動作不良の場合には必ず交換してください。巻上・横

行用マグネットは予備在庫として常備をお推めいたします。

（3）押ボタンスイッチ

押ボタンスイッチもマグネットと同様に回数消耗品であり、可動部の動作不良の場合には必ず交換

してください。また標準仕様のキャブタイヤケーブルは透明になっているため、断線等の故障の場合に

はその部分が黒くなり一目で分かり修理が簡単です。

（4）ブレーキライニング

ブレーキモーターのライニングは、摩耗したときにギャップ調整して使うタイプとギャップ調整機構

のないタイプがあります。後者のタイプのブレーキライニング交換は一式で行ってください。このタ イ

プは予め予備品としてお手元に常備しておいてください。ギャップ調整式のタイプでは一回目の調整を

行った時点で予備品を準備しておいてください。

以上、ホイストの消耗品について述べましたが、交換は必ず当社代理店あるいは最寄りの営業所等へ修理

依頼してください。



名　　称

6
5
No.名　　称

2
1
No.

5.0 mm元の厚さ

許容摩耗量

使用限度

危　険
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７．ホイストの構成と動作説明

７－１ 巻上モータの保守点検について

●保守点検作業は必ず電源を切り無負荷で行ってください。
（フックブロックは床上等に降ろしてください）

●ブレーキの許容ギャップ範囲を超えて使用しないでください。

●ブレーキライニングは使用限度厚さを超えて使用しないでください。

●保守点検後はボルトやナットがきちんと締付けてあるか確認してください。

ブレーキ付電動機〈ＮＨ５００〉

（1）動作説明
本ブレーキ付電動機は、ブレーキ部（ブレーキライニング・可動鉄心・固定鉄心・バネ）と電動機を
直結した構造です。

（2）点検・調整・交換
ａ．ブレーキの点検（右図参照）
①ブレーキカバーを外し、隙間ゲージ0.7mmを可
動鉄心と固定鉄心の間に入れてギャップを測定
して下さい。ギャップの許容範囲は0.5～0.7
mmです。

②ギャップが0.7mm以上の場合は、調整ナットを
ゆるめ六角ナットを手で固く締まるまで時計方
向に回した後、1／2～3／4回転、反時計方向
に回してください。これでギャップが0.5～
0.7mmになります。
③調整ナットを元のように締め付けて固定鉄心を
固定し、ブレーキカバーを取り付けて下さい。

ｂ．ブレーキライニングの使用限度

0.7 mm（片面0.35 mm）

4.3 mm

④ 

① 
② ③ 

⑤ 
⑥ ⑦ 

電源を電動機に入れると同時にマグネットが励磁され、
可動鉄心はバネに逆らって吸引されます。この吸引で
制動が開放され回転します。

電源が切れると同時にマグネットは無励磁になり吸引
力がなくなり、バネの力により可動鉄心は押されライ
ニングを圧接して制動を行います。

可動鉄心
固定鉄心

調整ナット
六角ナット

73
4

ブレーキライニング
ブレーキカバー

中間板
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ブレーキ付電動機〈ＮＨ1.0Ｔ～2.0Ｔ〉〈Ｄ2.8‐Ｇ～2.8Ｈ‐Ｇ〉

（1）動作説明

このブレーキ付電動機の電動機部は、軸方向空隙形誘導電動機と呼ばれる特殊電動機です。

元の厚さ

1.0Ｔ～2.0Ｔ

D2.8-G～2.8H-G 

7mm

8mm

許 容 摩 耗 量

2mm

1mmで1回調整する

使用限度

5mm

6mm

（2）点検・調整・交換
ａ．ブレーキの点検調整（右図参照）
①点検口より２mmのスキマゲージを入れ、ギャッ
プを測定してください。
②ギャップが２mm以上の場合には調整が必要です。
③ボルトを３回転程ゆるめ、調整座（厚さ１mm）
を抜き取る。
④前項③でゆるめたボルトを締めつけます。
ｃ．ブレーキライニングの交換（右図参照）
①前記の調整座を抜き取った後、ギャップが再び
２mmになったらボルトを外しブレーキカバーを
外す。このときバネの反力に注意する。

②ライニングを新品と交換する。向きに注意する。
③オイルシール部を清掃しグリースを少量塗る。
④ブレーキカバーを取付け、ボルトを締めきる２
～３回転前で一旦止める。
⑤調整座を入れてボルトを元のように締めつける。
⑥ギャップ、可動部、ブレーキの効き具合に異常　
がないか確認してください。

電源を切ると吸引磁力が零となりバネの力でロー
ターがブレーキカバー側に動きブレーキが効きます。

電源を入れると磁束のためにローターがステーター側
に吸引されつつ（ブレーキ開放）回転します。

ｂ．ブレーキライニングの使用限度

ボルト

調整座

名　　称

2

1

No.

ブレーキライニング

オイルシール

名　　称

4

3

No.

カバー

点検口

名　　称

6

5

No.

・1.0Ｔ～2.0Ｔタイプ ・Ｄ2.8‐Ｇ～2.8Ｈ‐Ｇタイプ ・1.0Ｔ～2.0Ｔタイプ ・Ｄ2.8‐Ｇ～2.8Ｈ‐Ｇタイプ

ホイスト形式

ｃ．ブレーキライニングの交換
①点検の結果、使用限度を超えている場合には、ライニング・可動鉄心・中間板を新品と交換して下さい。
②図を参照し順序を正しく組み込むことと、中間板と可動鉄心の方向及び向きに注意して下さい。カット
部分を端子BOXの方向とし、中間板においては凸凹のある面を固定鉄心側として下さい。
③ブレーキギャップは『a. ブレーキの点検』で述べた方法で、0.5㎜～0.7㎜で調整して下さい。
④もとのように調整ナットを締め付けて固定鉄心を固定し、ブレーキカバーを取り付けて下さい。
⑤ギャップ・可動部・ブレーキの効き具合いに異常がないか確認してください。
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ブレーキ付電動機〈2.0 Ｋ・ 2.8 Ｔ〉

（1）動作説明

このブレーキ付電動機は、ブレーキ部（ブレーキライニング・可動鉄心・直流固定鉄心・バネ）と電

動機を直結した構造です。

（2）点検・調整・交換

ａ．ブレーキの点検調整 ｂ．ブレーキライニングの使用限度

元の厚さ 13mm

許 容

摩耗量

2mm

（片面1mm）

使用限度 11mm

電源を電動機に入れると同時にマグネットが励磁

され、可動鉄心はバネに逆らって吸引されます。

この吸引で制動が開放され回転します。

電源が切れると同時にマグネットは無励磁になり

吸引力がなくなり、バネの力により可動鉄心は押さ

れライニングを圧接して制動を行います。

ギャップが 0 . 7mm 以上の場合は、
ブレーキシュー、固定ナットを緩めボルト
を時計方向（右）に回してギャップを0.2
～ 0.5mmに調整してください。

カバーを外し、すき間ゲージ0.7mm
を 可 動 鉄 心 と 固 定 鉄 心 の 間 に
入れてギャップを測定してください。
ギャップ許容範囲は0.2～ 0.7mmで
す。

ナットをもとのように締めつけてブレ
ーキシューを固定しカバーを取りつけ
てください。

ｃ．ブレーキライニングの交換

ブレーキライニングが使用限度に達したら次の手順で交換してください。

・ブレーキカバーをとり、ナットを
ゆるめる

・ボルトをはずし、ブレーキシュー
を取りはずす。

・ブレーキライニングを新しいもの
と交換する。
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ブレーキ付電動機〈2.0Ｐ～Ｄ50－Ｇ〉

（1）動作説明

このブレーキ付電動機は、ブレーキライニング・可動鉄心・ブレーキ中間板および固定鉄心からなる

電磁ブレーキと電動機が直結した構造です。

・2.0Ｐ～5Ｐ－Ｇ直流ブレーキ付電動機

・ブレーキシューを取り付ける。

・ギャップを0.2mm～0.5mmの範
囲に調整する（使用頻度にて
調整してください）。

・もとのようにボルト、ナットを締
めつけてカバーを取付ける。ギ
ャップ可動部分、ブレーキの効き
具合に異常はないか確認する。

電動機に電流を通じると同時にマグネット（固定鉄心）
は励磁され、可動鉄心はバネに逆らって吸引され制動
が解放され電動機は回転する。

電流を切ると同時にマグネット（固定鉄心）は無励磁
となり吸引力がなくなる。バネの力で可動鉄心は押さ
れライニングを圧接し制動する。

電動機に電流を通じると同時にマグネット（固定鉄心）
は励磁され、可動鉄心はバネに逆らって吸引され制
動が解放され電動機は回転する。

電流を切ると同時にマグネット（固定鉄心）は無励磁
となり吸引力がなくなる。バネの力で可動鉄心は押さ
れライニングを圧接し制動する。

・5Ｐ～Ｄ50－Ｇ交流ブレーキ付電動機



名　　称

9mm

元の厚さ

ライニング

名　　称
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（2）点検・調整・交換

ａ－１ブレーキの点検調整〈2.0Ｐ～５Ｐ－Ｇ〉（右図参照）

ギャップ許容範囲（可動鉄心の移動範囲）は0.5

mm～0.7mmです。

①ギャップ調整レバーを固定しているボルトを外

し、回り止メ板およびブッシュを取り外す。

②ギャップ調整レバーで可動鉄心を左（反時計回

り）にいっぱいまわす。このとき移動角度が90°

～120°であれば許容範囲内です。

③ギャップ調整レバーの締付穴と、ブレーキカバー

の締付穴の合う位置を選び、その位置にギャップ調整レバーを入れかえる。

④今度は右（時計回り）に ／（90°）戻す。この状態で0.5mmのギャップになる。

⑤前記①ではずしたブッシュ、回り止メ板をはめボルトでギャップ調整レバーを固定する。

⑥回り止メ板の先端を折り曲げて、ボルトの回り止めを行う。

ｂ－１ブレーキライニングの使用限度

ｃ－１ブレーキライニングの交換

①回り止メピンのナット、ブレーキカバー

取付の六角穴付ボルトを外し、固定鉄心

を外す。

②可動鉄心、バネ、ライニング２枚、中間

板を外し、新しいライニングを図のよう

な順序で組み込む。２枚のライニングの

カット位置が対角となるようにする。

③ブレーキシューと可動鉄心の面の高さを、

吸引面側で同じにする。

④固定鉄心のギャップ調整レバーを外す。

⑤可動鉄心、固定鉄心、バネ、ブッシュ、

ボルト、ナットを元の様に締付ける。

⑥ギャップ調整（ａ－１項参照）を行い、可

動部やブレーキの効き具合いに異常がな

いか確認する。

ａ－２ブレーキの点検調整〈D5P～D50－G〉

ギャップの測定は、調整ネジの移動距離ｈ

をスイッチのON・OFFにて行ってください。

この移動距離ｈがブレーキライニングのギ

許 容 摩 耗 量

2mm（片面1mm）

使用限度

7mm

No.

六角穴付ボルト1

ボルト2

ブッシュ3

回り止メ板4

可動鉄心5

ブレーキシュー6

ブレーキライニング7

中間板8

1
4



ライニング

名　　称 元の厚さ 許 容 摩 耗 量
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ャップです。（ギャップ許容範囲は0.5mm～0.8mmです。）

ｂ－２ブレーキライニングの使用限度

9.5mm 2mm（片面1mm）

使用限度

7.5mm

ｄ．ブレーキライニングの交換

①ブレーキセットボルト、ナットをはずし、ブレーキカバー・

固定鉄心・可動鉄心をセットではずす。この時、ブレーキバ

ネの反力があるので注意しカバーを押すようにしながらはず

します。

②ライニング２枚と中間板をはずし、新しいライニング、中間

板、新しいライニングの順に組み込みます。ライニングは外

周の一端がカットしてありますので各々のライニングのカッ

ト位置が180度になるように組み込んでください。

③固定鉄心カバーの回り止めレバーをはずし、ブレーキシュー

と可動鉄心の面の高さを吸引面側で同じにする。

（E7.5-R～E10P（H）-Gは位置合わせはありません。）

④可動鉄心、バネ、固定鉄心（カバー付）を組み付け、ボルト・ナットを元のように締め付ける。

⑤ギャップ調整（Ｃ－２項参照）を行い、可動部やブレーキの効き具合いに異常がないか確認します。

ｃ－２ギャップ調整方法

1.回り止めレバーを固定しているナットを
はずす。

3.今度は、右（時計回り）に約1/6回転（60度）
戻す。この状態でギャップが0.5mmとな
る。

2.回り止めレバーを利用して調整ネジを左
（反時計回り）にいっぱい回す。この状態
でギャップはゼロとなる。

5.（1）ではずしたナットをはめ、（4）ではずし

たナットで回り止めレバーを固定する。
4.調整ネジ溝と回り止めレバーが合う位置
を選び、その位置のナットをはずす。

6.ギャップ、可動部分、ブレーキの効き具

合に異常が無いか点検する。

注、回り止めレバーと調整ネジの接触部に

グリースを塗布してください。

ブレーキライニング

本図はD5P 以上用、2 .8P 用は

形状が異なります。

機　　　種

E5P-S～ED40D

E7.5-R～ED10（H）-G ライニング 10.0mm 2mm（片面1mm） 8.0mm
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ブレーキ付電動機〈 2 . 8 Ｋ〉

（1）動作説明

このブレーキ付電動機はステーターの電磁力を回転とブレーキ開放に併用した交流電磁ブレーキです。

（2）点検・調整・交換

ａ．ブレーキの点検（ギャップ許容範囲は0.5mm～1.5mmです。）

①ファンカバーをはずし、ナベ小ネジとＭ6×35を交換して

ねじ込みます。いっぱいねじ込んだ状態からネジを緩め、

ネジが軽くなるまでの回転数を確認してください。

・２回転以下なら摩耗限度内です。

・２回転以上なら摩耗限度を超えていますのでブレーキラ

イニングの交換が必要です。

②摩耗限度内であれば、Ｍ6×35をナベ小ネジにもどしファンカバーをつける。

ｂ．ブレーキライニングの使用限度

ブレーキライニングの摩耗限度は右表のとおりです。使用限度になったも

のは必ず交換してください。ブレーキディスクも表面に溝ができたものは

交換してください。また使用状況によっては、両面の摩耗量が均等になら

ないことがありますが片面でも摩耗限度になったものは交換してください。

ｃ．ブレーキライニングの交換

電源を切ると可動鉄心を吸引していた電磁
力がなくなり、バネの力で可動鉄心はライニ
ングを押してブレーキが働きます。

電源を入れると磁束で可動鉄心が矢印方向に
吸引（ブレーキ開放）されつつ回転します。

元の厚さ 10.5mm

許 容

摩 耗 量

0.6mm

（片面0.3mm）

使用限度 9.9mm

・組立は分解の逆の手順で行
ってください。ボルトは元のよう
に締付けてください。
・組立後電源を入れ、ギャップ、
可動部、ブレーキの効き具合い
に異常がないか確認してくださ
い。

・ギャップ調整板、ライニング、ブ
レーキディスクをはずし、ライニ
ング、ブレーキディスクを交換
する。

・ボルト3本をはずし、エンドブ
ラケットをはずす

・ファンカバーおよびファンを取り
はずす。
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巻上電動機　1.0／1.2 kW－4Ｐ

№　　　名　　　　　　称　 個数　　　　　　№　　　名　　　　　　称　 個数

１ モータフランジ １ １２ ブレーキライニング ２
２ ボールベアリング １ １３ 中間板 １
３ ローター １ １４ 可動鉄心 １

４ ボールベアリング １ １５ ブレーキバネ ３
５ 波座金 １ １６ 調整ナット ３
６ ステーター １ １７ 固定鉄心 １

７ SW組小形六角ボルト ４ １８ 六角ナット ３
８ ブレーキセットボルト ３ １９ ブレーキカバー １
９ カラー １ ２０ SW&W組十字穴付ナベ小ネジ ２

１０ ライニングボス １ ２１ ボールベアリング １
１１ ストップリング １



№　　　名　　　　　　称　 個数　　　　　　№　　　名　　　　　　称　 個数

１ ステーター １ １１ ボールベアリング １
２ ボールベアリング １ １２ 波座金 １
３ シールプレート １ １３ 調整座 １

４ 皿バネ ２ １４ モータカバー １
５ シャフト １ １５ カバー １
６ バネ １ １６ アイボルト １

７ ローター １ １７ ボルト ２
８ ブレーキライニング １ １８ バネ座金 ２
９ リング １ １９ ボルト １

１０ オイルシール １ ２０ バネ座金 １
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巻上電動機　1.4／1.7 kW－4Ｐ　1.8／2.2 kW－4Ｐ



№　　　名　　　　　　称　 個数　　　　　　№　　　名　　　　　　称　 個数

１ ステーター １ １２ ボールベアリング １
２ アイボルト １ １３ 波座金 １
３ ボールベアリング ２ １４ 調整座 １

４ シールプレート １ １５ モータカバー １
５ 皿バネ ２ １６ 六角穴付ボルト ６
６ シャフト １ １７ バネ座金 ６

７ バネ １ １８ カバー １
８ ローター １ １９ ボルト １
９ ブレーキライニング １ ２０ ナット １

１０ リング １ ２１ バネ座金 １
１１ オイルシール １
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巻上電動機　3.2／3.8 kW－4Ｐ



№　　　名　　　　　　称　 個数　　　　　　№　　　名　　　　　　称　 個数

１ モータフランジ １ １６ 六角穴付ボルト ３
２ ボルト ４ １７ バネ座金 ３
３ 平座金 ４ １８ ブレーキバネ ４

４ バネ座金 ４ １９ 可動鉄心 １
５ ボールベアリング １ ２０ ブレーキライニング １
６ カラー １ ２１ 調整ボルト ３

７ ローター １ ２２ ナット ３
８ ステーター １ ２３ バネ座金 ３

２４ ブレーキシュー １

９ ボールベアリング １ ２５ ライニングボス １
１０ 波座金 １ ２６ ライニング止メ板　 １
１１ ブレーキブラケット １ ２７ 舌付座金 １

１２ ボルト ４ ２８ ボルト １
１３ 平座金 ４ ２９ ブレーキカバー １
１４ バネ座金 ４ ３０ 丸小ネジ ３

１５ 固定鉄心 １ ３１ アイボルト １
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巻上電動機　3.3／4.0 kW－4Ｐ
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№　　　名　　　　　　称　 個数　　　　　　№　　　名　　　　　　称　 個数

１ ステーター １ １７ セットボルト ４
２ ローター １ １８ ナット ４
３ ボールベアリング １ １９ バネ座金 ４

４ アイボルト １ ２０ 割ピン ４
５ ブレーキケース １ ２１ ボルト ４
６ ボルト １ ２２ バネ座金 ４

７ 舌付座金 １ ２３ ブレーキバネ ４
８ ライニングボス止メ板 １ ２４ バネ用ブッシュ ４
９ ライニングボス １ ２５ ハードロックナット（上ナット） ４

１０ 固定鉄心 １ ２６ ハードロックナット（下ナット） ４
１１ 可動鉄心 １ ２７ 波座金 １
１２ ブレーキシュー １ ２８ ブレーキ調整レバー １

１３ ブレーキライニング ２ ２９ ブレーキ調整レバー用ブッシュ ２
１４ 中間板 １ ３０ ボルト ２
１５ ボルト ４ ３１ 回り止メ金具 １

１６ バネ座金 ４
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巻上電動機 5.0／2.5 kW－4／8Ｐ・6.0／3.0 kW－4／8Ｐ・5.3／6.3 kW－6Ｐ
6.9／8.2 kW－6Ｐ・6.7／8.0 kW－4Ｐ・8.2／10 kW－4Ｐ



№　　　名　　　　　　称　 個数　　　　　　№　　　名　　　　　　称　 個数

１ ステーター １ １５ ギャップ調整金具 １
２ ローター １ １６ 可動鉄心 １
３ ボールベアリング １ １７ ブレーキシュー １

４ アイボルト １ １８ ブレーキライニング ２
５ ブレーキケース １ １９ 中間板 １
６ ボルト １ ２０ ボルト ３

７ 舌付座金 １ ２１ バネ座金 ７
８ ライニングボス止メ板 １ ２２ セットボルト ４
９ ライニングボス １ ２３ ナット ２０

１０ ブレーキカバー １ ２４ バネ座金 １４
１１ ディスタンスカラー ６ ２５ ボルト ４
１２ 皿バネ （注） １２ ２６ 平座金 ８

１３ バネ １ ２７ ブレーキ調整レバー １
１４ 固定鉄心 １
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巻上電動機
10／5.0 kW－4／8Ｐ・12.0／6.0 kW－4／8Ｐ・15.0／7.5 kW－4／8Ｐ・18／9 kW－4／8Ｐ
12／14.4 kW－6Ｐ・16.7／20 kW－6Ｐ・30 kW－4Ｐ



№　　　名　　　　　　称　 個数　　　　　　№　　　名　　　　　　称　 個数

１ ボルト ３ １４ カラー １
２ バネ座金 ３ １５ ガイドピン ３
３ モータフランジ １ １６ ベアリングブラケット １

４ ステーター １ １７ ボルト ３
５ アイボルト １ １８ バネ座金 ３
６ ボールベアリング １ １９ 丸小ネジ １

７ ローター組　 １ ２０ シールワッシャ １
８ ブレーキライニング ３ ２１ ファン １
９ ブレーキシュー ２ ２２ 波座金 １

１０ 調整座 １ ２３ ストップリング １
１１ パッキン １ ２４ ファンカバー １
１２ ボールベアリング １ ２５ ボルト（＋） ３

１３ 皿バネ ２
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巻上電動機　5.0／6.0 kW－4Ｐ



注　意
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７－２巻上減速部

（1）分解上の注意

●手頃な高さに広い足場（１坪程度の点検台）を設けるか、または下に降ろす。

●初めにギヤケース内の油を抜くことを忘れないこと。

●分解はできるだけ塵埃の少ない清潔な場所で行うこと。

●ねじ、付属部品等は使用場所別に小箱においておくこと。

〈ＮＨ500～ 2.8Ｐの分解〉

ホイストの巻上減速部の分解に際しては、ワイヤロープを抜き取り、横行装置および制御盤をは

ずし、ホイスト本体のみにする。

●ＮＨ500

※注記

1.減速部は六角穴付ボルトを外

し、ワイヤドラムと共に抜く。

4.ギヤを順次はずす。3.皿小ネジをはずし、ギヤケー

スカバーをはずす。

2 .ワイヤドラムを減速部から

はずす。

●ＮＨ1.0Ｔ～2.8Ｐ（例ＮＨ1.0Ｔ）

4 .減速部をドラムケースから

はずす。

3 .六角穴付ボルトを外し、抜

き取りタップを利用し、

2.ワイヤドラムを抜く。1 .六角穴付ボルトを外し、電

動機を抜く。

8 .連結軸をはずし、連結軸か

ら第4・5ギヤを抜く。
7.第 6・ 7ギヤ（及びリピート

ギヤ）を抜く。

6 .抜き取りタップを利用し、

ギヤケースカバーをはずす。
5.皿小ネジ2ヶをはずす。



注　意
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〈ＮＨＤ2.8ＰＨ～Ｄ50－Ｇの分解〉

（2）組立上の注意

組立は分解の逆の手順で行いますが、次の点が異なりますので注意してください。

●締付部は確実に行い、割りピン・ストップリング等を忘れ
ないこと。また内部に異物を忘れないこと。

●オイルシールは新しいものにし、歯車歯面・軸接続部・オ
イルシール等にグリースを塗布すること。

●複列歯車部分（２組の歯車が上下対称になった減速部）は
歯車のマークが一直線に向かい合うように組立てること。
マークを合わさないとギヤーの一方にのみ荷重がかかり、円
滑に噛み合わぬばかりでなく、ギヤ音が異常に大きくなる
と共に力が減少します。

●合わせ面には油漏れ防止のため、液体シール（日本ヘルメ
チック101Ｙ）等を塗布してください。

●組立後には注油し、試運転を行い異常がないか確認してく
ださい。

大きな減速比を得ながら小型で強力にするため、減速機構は500～1.5Ｋは単列、2.0Ｔ～2.8Ｐは複列、

大形ホイストは複列＋遊星歯車減速で、ワイヤドラム内のインターナルギヤを強力に回転させる機構を

採用しています。

4.第 2 ギヤを抜き取る。3.六角穴付ボルトを外し、第 1

ギヤを抜き取る。

2.六角穴付ボルトを外し、電動

機をホイスト本体より外す。

1.排油プラグを外し、油を完全

に抜き取る。

8.第 6 ギヤを外す。7.第 6 ギヤピンを抜く。6.スナップリングを外し第4・

5ギヤを外す。

5.タップを利用して、ギヤケー

スを抜き取る。

9.ワイヤドラムは、ホイスト本体エンドブラケット側を下にして立て、ワイヤドラムを吊り上げ抜き取ります。





№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ボルト ６ １８　 オイルシール １
２　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ６ １９　 ボールベアリング １
３　 ブレーキモータ １ ２０ ストップリング １

４　 ボールベアリング １ ２１ オイルシール １
５　 六角穴付ボルト １ ２２ ボールベアリング １
６　 バネ座金　　　　　　　　　　　 １ ２３ ボールベアリング ２

７　 ワイヤドラム １ ２４　 ギヤケースカバー １
８　 ドラムケース １ ２５ 皿小ネジ（＋） ２
９ ホイスト銘板　　　　　　　　　　 １ ２６　 ギヤケース １

１０　 六角穴付ボルト ４ ２７　 オイルプラグ（注油） １
１１　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ４ ２８ オイルプラグ（検油、排油） ２
１２　 ロープウェッジ １ ２９ 注油口シール １

１３　 ウェッジソケット １ ３０　 検油口シール １
１４　 第１ギヤ １ ３１ 排油口シール １
１５　 第２、３ギヤ １ ３２　 六角穴付ボルト ６

１６　 第４ギヤ １ ３３　 バネ座金　　　　　　　　　 ６
１７　 ボールベアリング ２
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巻上装置　500



№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数 №　　 名　　　称　　個数

１　 六角穴付ボルト ６ １４　 ロープウェッジ １　　 ２７　 ギヤケース １　　　　　
２　 バネ座金　　　　　　　　 ６ １５　 ウェッジソケット １　　 ２８　 オイルプラグ（注油） １
３　 ブレーキモータ １　　　 １６　 オイルシール １　　 ２９　 オイルプラグ（検油、排油） ２　　　　

４　 ボールベアリング １ １７　 第１ギヤ（連結軸） １　　　 ３０　 注油口シール １　　　　　
５　 六角穴付ボルト １　　　 １８　 ボールベアリング １　　　 ３１ 検油口シール １　　　　　
６　 バネ座金　　　　　　　　 １ １９　 平座金　　　　　　　　　 １　　　 ３２　 排油口シール １　　　　　

７　 ワイヤドラム １ ２０　 溝付ナット １　　 ３３　 ギヤケースカバー １　　　　　
８　 オイルシール １ ２１ 割ピン １　　 ３４　 オイルレスメタル １　　　　　
９　 ボールベアリング ２ ２２ 第２、３ギヤ １　　 ３５　 皿小ネジ ２　　　　

１０　 ドラムケース １　　　 ２３　 第４、５ギヤ １　　　 ３６ ボールベアリング １　　　　
１１ ホイスト銘板　　　　　　 １　　　 ２４　 ボールベアリング １　　 ３７　 ストップリング １　　　　　
１２　 六角穴付ボルト ４　　　 ２５　 ボールベアリング １　　　 ３８　 ボールベアリング １

１３ バネ座金　　　　　　　 ４ ２６　 第６、７ギヤ １　　　 ３９　 六角穴付ボルト ６
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巻上装置　1.0Ｔ・Ｋ（Ｈ）～1.5Ｔ・Ｋ（Ｈ）



№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数 №　　 名　　　称　　個数

１　 六角穴付ボルト ８　　　 １５　 ウェッジソケット １　　　 ２９　 オイルプラグ（注油） １
２　 バネ座金　　　　　　　　 ８　　　 １６　 オイルシール １　　　 ３０　 オイルプラグ（検油、排油） ２
３　 ブレーキモータ １　　　 １７　 第１ギヤ（連結軸） １　　　 ３１　 注油口シール １

４　 ボールベアリング １　　　 １８　 ボールベアリング １　　　 ３２　 検油口シール １
５　 六角穴付ボルト １　　　 １９　 平座金　　　　　　　　　 １　　　 ３３　 排油口シール １
６　 バネ座金　　　　　　　 １　　　 ２０　 溝付ナット １　　　 ３４　 ギヤケースカバー １

７　 ワイヤドラム １　　　 ２１ 割ピン １　　　 ３５　 オイルレスメタル ２
８　 オイルシール １　　　 ２２　 第２、３ギヤ １ ３６　 皿小ネジ ２
９　 ボールベアリング ２　　　 ２３　 第４、５ギヤ １　　　 ３７　 ボールベアリング １

１０　 ドラムケース １　　　 ２４　 ボールベアリング １　　　 ３８　 ストップリング １
１１　 ホイスト銘板　　　　　　 １　　　 ２５　 ボールベアリング １　　　 ３９　 ボールベアリング ２
１２　 六角穴付ボルト ４　　 ２６　 第６、７ギヤ １　　　 ４０　 六角穴付ボルト ６

１３　 バネ座金　　　　　　　　 ４　　 ２７　 第６、７リピートギヤ １
１４　 ロープウェッジ １　　 ２８　 ギヤケース １　
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巻上装置　2.0Ｔ・Ｋ（Ｈ）～2.8Ｔ・Ｋ（Ｈ）



№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数 №　　 名　　　称　　個数

１　 六角穴付ボルト ６　　　 １４　 オイルシール １　　　 ２７　 オイルプラグ（検油、排油） ２
２　 バネ座金　　　　　　　　 ６　　　 １５　 第１ギヤ（連結軸） １　　　 ２８　 注油口シール １　
３　 ブレーキモータ １　　　 １６　 ボールベアリング １　　　 ２９ 検油口シール １　　

４　 ボールベアリング １　　　 １７　 平座金　　　　　　　　　　 1 ３０ 排油口シール １
５　 六角穴付ボルト ２　　　 １８　 溝付ナット 1 ３１　 ギヤケースカバー １　
６　 バネ座金　　　　　　　　　２　　　 １９　 割ピン 1 ３２　 オイルレスメタル １　

７　 ワイヤドラム １　　　 ２０　 第２、３ギヤ １　　 ３３ 皿小ネジ ２
８　 オイルシール １　　　 ２１　 第４、５ギヤ １　 ３４　 ボールベアリング １
９　 ボールベアリング ２　　　 ２２　 ボールベアリング １　　　 ３５ ストップリング １

１０　 ドラムケース １　　　 ２３　 ボールベアリング １　　　 ３６ ボールベアリング １
１１　 ホイスト銘板　　　　　　　１　　　 ２４　 第６、７ギヤ １　　　 ３７　 六角穴付ボルト ６
１２　 六角穴付ボルト ４　　　 ２５　 ギヤケース １　

１３　 バネ座金　　　　　　　　 ４　　　 ２６　 オイルプラグ（注油） １
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巻上装置　Ｌ1.0Ｔ・Ｋ～Ｌ1.5Ｔ・Ｋ



№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数 №　　 名　　　称　　個数

１ 六角穴付ボルト ８　　　 １４　 オイルシール １　　　 ２７　 オイルプラグ（注油） １　
２　 バネ座金　　　 ８　　 １５　 第１ギヤ（連結軸） １　　　 ２８　 オイルプラグ（検油、排油） ２
３　 ブレーキモータ １　　　 １６　 ボールベアリング １　　 ２９　 注油口シール １

４　 ボールベアリング １　　　 １７　 平座金　　　　　　 １　　　 ３０ 検油口シール １
５　 六角穴付ボルト ２　　　 １８　 溝付ナット １　　　 ３１　 排油口シール １
６　 バネ座金　　　　　 ２　　　 １９ 割ピン １　　 ３２　 ギヤケースカバー １　

７　 ワイヤドラム １　　　 ２０　 第２、３ギヤ １　　　 ３３　 オイルレスメタル ２
８　 オイルシール １　　　 ２１　 第４、５ギヤ １　 ３４　 皿小ネジ ２
９　 ボールベアリング ２　　　 ２２　 ボールベアリング １　　　 ３５　 ボールベアリング １

１０　 ドラムケース １　　　 ２３　 ボールベアリング １　　 ３６　 ストップリング １
１１　 ホイスト銘板　　　　　　 １　　　 ２４　 第６、７ギヤ １　　　 ３７　 ボールベアリング ２
１２　 六角穴付ボルト ４　　　 ２５　 第６、７リピートギヤ １　　　 ３８　 六角穴付ボルト ６

１３　 バネ座金　　　　　　　　 ４　　　 ２６　 ギヤケース １　　
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巻上装置　Ｌ2.0Ｔ・Ｋ～Ｌ2.8Ｔ・Ｋ



№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数 №　　 名　　　称　　個数

１ ブレーキモータ １　 ２０　 ボールベアリング １ ３９　　車輪カバー １
２ ボールベアリング １　 ２１ ギヤケース（第7ギヤ） １　 ４０　　ボルト ２
３ 波座金　　　　　　　 １　 ２２ オイルシール １　 ４１　　バネ座金　　　　　　　　 ２　

４ ボルト ８　 ２３ スラストカラー １　 ４２　　エンドブラケット １
５ バネ座金　　　　　　　 ８　 ２４ ストップリング １　 ４３　　ボールベアリング １
６ モーターフランジ １　 ２５ ワイヤドラム １　 ４４　　ボルト ８

７ オイルプラグ（注油） １　 ２６ 六角穴付ボルト ２　 ４５　　バネ座金　　　　　　　　 ８
８ オイルプラグ（検油、排油）２　 ２７ バネ座金　　　　　　　 ２　 ４６　　エコライザシーブフレームシャフト １
９ 注油口シール １　 ２８ オイルプラグ １　 ４７　　キープレート ２

１０ 検油口シール １　 ２９ ローラーベアリング １　 ４８　　ボルト ４
１１ 排油口シール １　 ３０ ボールベアリング １　 ４９　　バネ座金　　　　　　　 ４
１２ オイルシール １　 ３１ 第６ギヤ ３　 ５０　　エコライザシーブフレーム １

１３ 六角穴付ボルト ８　 ３２ ストップリング ３　 ５１　　エコライザシーブ １
１４ 第１ギヤ １　 ３３ ローラーベアリング １２　 ５２　　ボールベアリング ２
１５ 六角穴付ボルト １　 ３４ 第６ギヤピン ３　 ５３　　ストップリング １

１６　 第２、３ギヤ ２　 ３５ ドラムケース １　 ５４　　エコライザシーブピン １
１７ ボールベアリング ２　 ３６ 六角穴付ボルト ４　 ５５　　キープレート １
１８ ローラーベアリング ２　 ３７ ナット ４　 ５５ 六角ボルト ２

１９ 第４、５ギヤ １　 ３８ バネ座金　　　　　　　 ４　 ５７　 バネ座金　　　　　　　 ２
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№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数 №　　 名　　　称　　個数

１ ブレーキモータ ２ ２１ ギヤケース（第7ギヤ） ２ ４１ グリースニップル ４
２ ボールベアリング ２ ２２ ボルト １６ ４２ スピードチェンジレバー １　
３ 波座金 ２ ２３ バネ座金 １６ ４３ シャフト １

４ ボルト １６ ２４ オイルシール ２ ４４ 六角穴付止メネジ １
５ バネ座金 １６ ２５ スラストカラー ２ ４５ ボルト １
６ モータフランジ ２ ２６ ストップリング ２ ４６ ナット １

７ オイルプラグ（注油） ２ ２７ ワイヤドラム １ ４７ ボルト １　
８ オイルプラグ（検油、排油） ４ ２８ 六角穴付ボルト ２ ４８ ナット ２　
９ 注油口シール ２ ２９ バネ座金 ２ ４９ 平座金 ２

１０ 検油口シール ２ ３０ オイルプラグ ２ ５０ バネ １
１１ 排油口シール ２ ３１ ボールベアリング ２ ５１ バネ支エ １
１２ オイルシール ２ ３２ ボールベアリング ２ ５２ エコライザシーブ １

１３ 六角穴付ボルト １６ ３３ 第６ギヤ ６ ５３ ボールベアリング ２　
１４ 第一ギヤ ２ ３４ ボールベアリング １８ ５４ ストップリング １　
１５ 六角穴付ボルト ２ ３５ ボールベアリング １２ ５５ エコライザシーブピン １

１６ 第２、３ギヤ ４ ３６ 第６ギヤピン ６ ５６ エコライザシーブフレーム １　
１７ ローラーベアリング ４ ３７ ドラムケース １ ５７ グリースニップル １　
１８ ローラーベアリング ４ ３８ ボルト ４ ５８ キープレート １

１９ 第４、５ギヤ ２ ３９ ナット ４ ５９ ボルト ２
２０ ボールベアリング ２ ４０ バネ座金 ４ ６０ バネ座金 ２
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７－３ 横行部分

（1）横行車

横行部には、１本のⅠ形鋼にぶら下がって走る普通形とローヘッド形、２本のⅠ形鋼にぶら下がって走

るＬタイプ、および２本のレールの上を走るダブルレール形があります。車輪の軸受け部には全てころが

り軸受（ボールベアリング）を使用しております。第18図と第19表に使用限度を示します。

第18図
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№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ホイストハンガー ２　　　　　　 ９　 スナップピン ４
２　 ディスタンスカラー ８ １０　 プレーン側車輪　　　　　　 ２
３　 平座金　　　　　　　　　　　　 ４ １１　 ボールベアリング ８

４　 バネ座金　　　　　　　　　　　　 ４ １２　 ストップリング ４
５　 ナット ４ １３　 ギヤ側側板　　　　　　　 １
６　 プレーン側側板　　　　　　　 １ １４　 バネ座金　　　　　　　　 ３

７　 サイドローラー ４ １５ ユルミ止メ付ナット ３
８　 ピン ４ １６　 ギヤ側車輪　　　　　　　　 ２
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№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ホイストハンガー ２　　　　　 １５　 ギヤ側車輪　　　　　　　　 ２
２　 ディスタンスカラー １２ １６　 反力ローラー ２
３　 バネ座金　　　　　　　　　　 ４ １７　 反力ローラー軸　　　　　　 ２

４　 ナット ４　　　　　 １８　 平座金　　　　　　　　　 ２
５　 プレーン側側板　　　　　　　 １　　　　　 １９　 ストップリング ２
６　 サイドローラー ４ ２０　 平座金　　　　　　　　　　 ２

７　 ピン ４　　　　　　 ２１　 バネ座金　　　　　　　　 ２
８　 スナップピン ４　　　　　 ２２　 ナット ２
９　 プレーン側車輪　　　　　　　　 ２　　　　　 ２３　 フレーム吊りボルト １

１０　 ボールベアリング ８　　　　　 ２４　 ディスタンスカラー ６
１１　 ストップリング ４ ２５　 バネ座金　　　　　　　　 ２
１２　 ギヤ側側板　　　　　　　　　　　 １ ２６　 ナット ２

１３　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ４ ２７　 ボルト ２
１４　 ユルミ止メ付ナット ４
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№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１ ホイストハンガー ４ ９ スナップピン ８
２　 ディスタンスカラー １６ １０　 プレーン側車輪　　　　　 ６
３　 平座金　　　　　　　　　　　　 ８　　　　　　 １１　 ボールベアリング １６

４　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ８ １２ ストップリング ８
５　 ナット ８　　　　　 １３　 ギヤ側側板　　　　　　　 １
６　 プレーン側側板　　　　　　　　 ３　　　　　　 １４　 バネ座金　　　　　　　 ４

７　 サイドローラー ８ １５　 ユルミ止メ付ナット ４
８　 ピン ８ １６　 ギヤ側車輪　　　　　 ２
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№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ストップリング ４　　　　　　 １１ ギヤ側シャフト １
２　 ディスタンスカラー ４　　　　　　 １２　 プレーン側車輪　　　　　　 １
３　 ギヤ車輪　　　　　　　　　　　 １ １３　 ストップリング ２

４　 ボールベアリング ４ １４　 ボールベアリング ４
５　 ロアパイプサポーターＡ　　　　 ２　　　　　　 １５　 ベアリングディスタンス ２
６　 ボルト ８　　　　　　 １６　 プレーン車輪　　　　　　　 ２

７　 バネ座金　　　　　　　　　　 １６ １７　 スラストカラー ２
８　 ボルト ８ １８　 ロアパイプサポーターＢ　　　２
９　 ナット ８ １９　 プレーン側パイプ １

１０　 ギヤ側パイプ １ ２０　 プレーン側シャフト １
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№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ストップリング ４　　　　　　 ８　 カラー ２
２　 プレーン車輪　 １　　　　　 ９　 ストップリング ２
３　 カラーＢ　　　　　　　　　　 １ １０　 ボールベアリング ４

４　 ボールベアリング ２　　　　　　 １１　 プレーン側車輪　　　　　　 ２
５　 ギヤ側シャフト １ １２　 ディスタンスカラー ２
６　 カラーＡ　　　　　　　　　 １ １３　 ボールベアリング ２

７　 ギヤ車輪　　　　　　　　　　　　 １ １４　 プレーン側シャフト １
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№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１ ギヤ側車輪　　　　　　　　　　 ４　　　　　　 ８　　バネ座金　　　　　　　　　 ８
２　 ローラーベラリング ８　　　　　　　 ９　　カウンターシャフト ２
３　 スラストカラー ８ １０　 フランジユニット ４

４　 シャフト ４ １１　 ボルト １６
５　 グリースニップル ４ １２　 バネ座金　　　　　　　　 １６
６　 キープレート ４ １３　 ピニオン ４

７　 ボルト ８ １４　 ストップリング ４
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№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ギヤ側車輪　　　　　　　　　　　 ４　　　　　　　 ９ ボルト ８
２　 ローラーベアリング ８　　　　　　 １０　 バネ座金　　　　　　　　　 ８
３　 ストップリング ８　　　　　　 １１　 カウンターシャフト ２

４　 ベアリングディスタンス ４　　　　　　 １２　　フランジユニット ４
５　 スラストカラー ８　　　　　　 １３　　ボルト １６
６　 シャフト ４　　　　　　 １４　　バネ座金　　　　　　　　１６

７　 グリースニップル ４　　　　　　 １５　　ピニオン ４
８　 キープレート ４　　　　　　 １６　　ストップリング ４
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危　険

危　険
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（2）駆動部

●取付ナットはスパナでしっかりと締付けてください。

横行駆動はギヤードモータまたは鎖動車により行います。ＦＤ03Ｂタイプは１段減速機構、ＧＤ・ＭＤ

タイプは２段減速機構を用い密封されたグリース潤滑の減速部にブレーキ付電動機を組み合わせた構造で

す。各々駆動装置の出力軸スプラインに取付けたピニオンがギヤ車輪と噛み合って最終減速とともに車輪

を駆動させます。

①点検・調整・交換

●必ず電源を切り無負荷で行ってください。

●取付ボルトはもとの様にきちんと締付けてください。

●ギャップ許容範囲を超えて使用しないでください。

●ライニングの使用限度を超えて絶対に使用しないでください。

ｂ．ブレーキライニングの交換

ａ．ギャップの点検・調整〈ＦＤ03Ｂ〉

ブレーキカバーをはずし、固定鉄心と可
動鉄心の間にスキマゲージ 1mm を入れ
ギャップを測定する。

カバーを取り付け、ブレーキの効き具合、

その他に異常がないか確認する。

ギャップが1mm以上のときにはナットを

緩めて調整する。このときのギャップ調整
は0.4mm～0.6mmにする。

可動鉄心、バネを取り付ける。ブレーキライニングを新しいものと交換す

る。

カバーをはずしナットを取り、固定鉄心、

可動鉄心、バネをはずす。
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ｃ．ブレーキの点検・調整〈ＧＤ・ＭＤ〉

・ブレーキライニングの使用限度

ブレーキライニングの許容摩耗量は下表の通りです。

固定鉄心を取り付け、ギャップを0.4mm
～0.6mmに調整する。

カバーを取り付けて、ギャップ・可動部分・
ブレーキの効き具合・その他に異常がないか
確 認 する。

次に六角穴付ボルトを右（時計回転）
方向にロックするまで軽くまわす。

ギャップが 1mm以上のときにはロック
ナットを緩める。

ブレーキカバーをはずし、固定鉄心と可
動鉄心の間にスキマゲージ 1mm を入れ
ギャップを測定する。

なお、FF04Bはブレーキ調整機構はあり

ません。バネを必要以上に強くすると電動
機の焼損等のおそれがありますのでしな
いでください。

ロックナットを締め付け、ブレーキカバーを

取り付ける。電源を入れ、ギャップ・可動
部分・ブレーキの効き具合・その他に異常
がないか確認する。

ボルトがロックしたら左（反時計回転）

方向に 1 / 2 ～ 3 / 4 回転戻す。これで適正
ギャップ0.5mm～0.8mmになる。

形　　式

使用限度

許容摩耗量

元の厚さ

ＧＤＡ０８ＧＤＡ０４ＭＤ０４ＦＤ03Ｂ

1.0mm

4.0mm

3.5mm

1.5mm

5.0mm

3.0mm 8.5mm

1.5mm

10.0mm

8.5mm
3.5mm

1.5mm

10.0mm
5.0mm
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ｄ．ブレーキライニングの交換要領

ブレーキライニングを交換する。ＧＤＡは

方向を間違えないこと。
固定鉄心、可動鉄心をはずす。このとき

バネが落ちないように注意する。

ブレーキカバーをはずし、固定板を止めて
いるナットをはずして固定板をとる。

六角穴付ボルトを右（時計回転）方向に

ロックするまで軽くまわす。

固定板の取り付けは、可動鉄心に平行

になるようにナットを締め付ける。

可動鉄心、バネ、固定鉄心の順に組み、

固定板についている六角穴付ボルトを 1
回転左（反時計）方向に戻して取り付ける。

ロックナットを締め付け、ブレーキカバーを
取り付ける。電源を入れ、ギャップ・可動部

分・ブレーキの効き具合・その他に異常がな

いか確認する。

ボルトがロックしたら左（反時計回転）
方向に ／ ～ ／ 回転戻す。これで適正

ギャップ0.5mm～0.8mmになる。

1
2 4

3



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ギヤケース １ １６　 丸小ネジ ２
２　 ボルト ６ １７　 端子箱　　　　　　　　　 １
３　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ６ １８　 ブッシュ １

４　 ボールベアリング １ １９　 カラー １
５　 出力軸　　　　　　　　　 １　　　　　 ２０　 ライニングボス １
６　 第２ギヤ １　　　　 ２１　 ブレーキライニング １

７　 ボールベアリング １ ２２　 段付ボルト ３
８　 モータフランジ １ ２３　 可動鉄心　　　　　　　　　 １
９　 ボールベアリング １ ２４　 バネ ３

１０　 ローター １ ２５　 調整ナット ３
１１　 ベアリングカバー １　　　　 ２６　 固定鉄心　　　　　　　　　 １
１２　 ボールベアリング １　　　　 ２７　 ボルト ３

１３　 ステータ １ ２８　 ストップリング １
１４　 ボルト ４　　　　　 ２９　 ブレーキカバー １
１５　 バネ座金　　　　　　　　 ４ ３０　 丸小ネジ（バネ座金付） １
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№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数

１ ストップリング １ １４ ローター １ ２７ ブレーキライニング １
２ ギヤケース １ １５ ボールベアリング １ ２８ 段付ボルト ３
３ 六角穴付止メネジ １ １６ 波座金 １ ２９ 可動鉄心 １

４ 六角穴付ボルト ７ １７ ステーター １ ３０ バネ １
５ ボールベアリング ３ １８ ボルト ４ ３１ 保持バネ ３
６ 第２、３ギヤ １ １９ バネ座金 ４ ３２ 固定鉄心 １

７ ボールベアリング １ ２０ 丸小ネジ ２ ３３ ナット ７
８ ボールベアリング １ ２１ 端子箱 １ ３４ 調整固定板 １
９ 第４ギヤ １ ２２ ブッシュ １ ３５ 六角穴付止メネジ １

１０ 第１ギヤ １ ２３ 整流器 １ ３６ 丸小ネジ ２
１１ モーターフランジ １ ２４ カラー １ ３７ バネ座金 ２
１２ オイルシール １ ２５ ライニングボス １ ３８ ブレーキカバー １

１３ ボールベアリング １ ２６ ストップリング １

－76－

ギヤードモーター ＭＤ０４



№　 名　　称　　 個数 №　　 名　　称　　　 個数 №　　 名　　称　　　個数

１　 ストップリング １ １５　 ローター １ ２９　 ブレーキライニングＦ １
２　 ギヤケース １ １６　 ボールベアリング １ ３０　 段付ボルト ３
３　 六角穴付止メネジ １ １７　 波座金　　　　　　　 １ ３１　 可動鉄心　　　　　 １

４　 六角穴付ボルト ７ １８　 ステーター １　　３２　 バネ ３
５　 ボールベアリング ３ １９　 六角穴付ボルト ４　　 ３3 保持バネ ３
６　 第２、３ギヤ １ ２０　 バネ座金　　　　　　 ４ ３４　 固定鉄心　　　　　 １

７　 ボールベアリング １ ２１　 丸小ネジ ２ ３５　 ナット ７
８　 ボールベアリング １ ２２　 端子箱　　　　　　　 １　 ３６ 調整固定板　　　　　 １　　
９　 第４ギヤ １ ２３　 ブッシュ １　 ３７　 六角穴付止メネジ １

１０　 第１ギヤ １ ２４　 整流器　　　　　　　 １　 ３８　 丸小ネジ ２
１１　 モータフランジ １ ２５　 カラー １　 ３９　 バネ座金　　　　　 ２
１２　 オイルシール １ ２６　 ライニングボス １　 ４０　 ブレーキカバー １

１３　 ボールベアリング １ ２７　 ストップリング １　
１４　 フライホイール １ ２８ 固定摺動板　　　　　 １　

－77－

ギヤードモータ ＧＤＡ０４



№　 名　　称　　 個数 №　　 名　　称　　　 個数 №　　 名　　称　　　個数

１　 ストップリング １　　 １５　 ローター １ ２９ ブレーキライニングＦ １
２　 ギヤケース １　　 １６　 ボールベアリング １　　 ３０ 段付ボルト ３
３　 六角穴付止メネジ １　　 １７ 波座金　　　　　　　 １ ３１ 中間板　　　　　　　１

４　 六角穴付ボルト ７ １８　 ステーター １ ３２ ブレーキライニング １
５　 ボールベアリング ３　　 １９　 六角穴付ボルト ４ ３３ 可動鉄心　　　　　　 １
６　 第２、３ギヤ １ ２０　 バネ座金　　　　　　 ４ ３４ バネ ３

７　 ボールベアリング １ ２１ 丸小ネジ ２ ３５ 保持バネ ３
８　 ボールベアリング １ ２２　 端子箱　　　　　　 １　　 ３６ 固定鉄心　　　　　　 １
９ 第４ギヤ １ ２３　 ブッシュ １　　 ３７ ナット ７

１０　 第１ギヤ １ ２４　 整流器　　　　　　 １　 ３８ 調整固定板　　　　 １
１１　 モータフランジ １ ２５　 カラー １　 ３９ 六角穴付止メネジ １
１２　 オイルシール １ ２６　 ライニングボス １　 ４０ 丸小ネジ ２

１３　 ボールベアリング １　　 ２７　 ストップリング １　　 ４１ バネ座金　　　　　　 ２
１４　 フライホイール １　 ２８　 固定摺動板　　　　　 １　 ４２ ブレーキカバー １

－78－

ギヤードモータ ＧＤＡ０８・１１



注　意

危　険

－79－

７－４フックブロック

（1）フックの使用限度

●口の開いたもの、外傷、き裂、ネジ部に異常があるものは絶対に使用しないで
ください。

●使用限度を超えては絶対に使用しないでください。

●変形したものは絶対に使用しないでください。

（2）シーブの使用限度

●シーブの摩耗は寸法だけでなく、みぞ底の形状もワイヤロープの寿命に関係が
あります。検査して不良なものは交換してください。

ワイヤロープ

掛 本 数

２ 本 掛

４ 本 掛

８ 本 掛

６ 本 掛

ホイスト容量

０．５ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

５ｔ

２０ｔ

１０ｔ

５ｔ

２．８ｔ

４０ｔ

３０ｔ

１５ｔ
７．５ｔ～１０ｔ

５０

７０

１００

７０

８０

１２０

１９０

１５０

１２０

１００

２５０

２２０

１７０

１５０

原 寸 法

ｂ　寸　法 ｔ　寸　法

５２．５

７３．５

１０５

７３．５

８４

１２６

１９９．５

１５７．５

１２６

１０５

２６２．５

２３１

１７８．５

１５７．５

使用限度
３５

４６

６０

４８

５１

６５

１２０

１００

６５

６０

１７０

１５１

１１０

１００

原 寸 法 使用限度

３３．２

４３．７

５７

４５．６

４８．４

６１．７

１１４

９５

６１．７

５７

１６１．５

１４３．４

１０４．５

９５

摩
耗
限

ポンチ マーク

b寸法は目安です。新品のときに実測してください。

ワイヤロープ

掛 本 数

２ 本 掛

４ 本 掛

８ 本 掛

６ 本 掛

ホイスト容量

０．５ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

５ｔ

２０ｔ

１０ｔ

５ｔ

２．８ｔ

４０ｔ

３０ｔ

１５ｔ
７．５ｔ～１０ｔ

１２０

１７１

１７１

１２０

２２８

２４４

４２８

３４２

２４４

１７１

４２８

４２８

３４２

２４４

原 寸 法

シーブ（フックブロック） エコライザシーブ

１１８．５

１６８．７

１６８．７

１１８．５

２２５

２４１．５

４２２．４

３３７．５

２４０．９

１６８．１

４２２．４

４２２．４

３３７．５

２４０．９

使用限度
－

－

１５１

１２０

－

１３７．５

２０２

１６２

１３８

１１０

２０２

２０２

１６０

１６１

原 寸 法 使用限度

－

－

１４８．８

１１８．５

－

１３５

１９６．４

１５７．５

１３４．９

１０７．８

１９６．４

１９６．４

１５５．５

１５７．９

摩
耗
限

直
径

ワイヤロープ d
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NHED4.8P-G

NHED4.8PH-G

NHED4.8P･D4.8PH･4.8P-S

4.8P-L･4.8PH-S･4.8PH-L

NHED4.8P-B･4.8P-G

L4.8P-G

NHED5P-G

NHED5PH-G

NHED5P･D5PH･5P-S

5P-L･5PH-S･5PH-L

NHED5P-B･5P-G

L5P-G

NHED7.5P-G･D7.5PH-G

NHED10P-G･D10PH-G

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

ホ イ ス ト 型 式

エコライザシーブ側に広い方が

くるタイプ■■■■■■■■■

エコライザシーブ側に狭い方が

くるタイプ■■■■■■■■■

取

付

方

向

（3）フックブロック（ハの字形）の取付方法

危　険
●向きを間違うと、ワイヤロープの巻き込み角度が異なり、ワイヤロープの寿命

を著しく早める原因になりますので、フックブロックの方向を間違えないでくだ

さい。

エコライザシーブ側 エコライザシーブ側
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№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ １ １３ カラーＢ　　　　　　　　　 ２
２ ボールベアリング １　　　　　 １４　 ストップリング ２
３　ストップリング １　　　　　　 １５　 シャフト １

４　フック １ １６　 カラーＡ　　　　　　　　　 ２
５ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　　 １ １７　 シーブカバー ２
６　ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 １８　 ブロックフレーム ２

７　 丸小ネジ １　　　　　　 １９　 座金　　　　　　　　　　　 ２
８ ユルミ止メ付ナット １ ２０　 バネ座金　　　　　　　　 ２
９　 ナット １ ２１　 ボルト ２

１０　 スプリングピン １　　　　 ２２　 トン数シール １
１１ スラストベアリング １ ２３　 ワイヤロープ １
１２　トラニオン １

フックブロック ５００Ｋ～１．５Ｔ・Ｋ（Ｈ）
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№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１ シーブ １　　　　　 １２　 カラーＢ　　　　　　　　 ２
２　 ボールベアリング ２ １３　 ストップリング ２
３　 フック １　　　　　　 １４　 シャフト １

４　 ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １　　　　　 １５　 カラーＡ　　　　　　　　 ２
５　 ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 １６　 シーブカバー ２
６　 丸小ネジ １　　　　　　 １７　 ブロックフレーム 2

７ ユルミ止メ付ナット １　　　　　　 １８　 座金　　　　　　　　　 ２
８ ナット １ １９　 バネ座金　　　　　　　 ２
９　 スプリングピン １ ２０ ボルト ２

１０　 スラストベアリング １ ２１ トン数シール １
１１ トラニオン １　　　　　　 ２２　 ワイヤロープ １

フックブロック ２．０Ｔ・Ｋ（Ｈ）～２．８Ｔ・Ｋ（Ｈ）
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№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ ２　　　　　 １５　 座金　　　　　　　　　 ２
２　ボールベアリング ２　　　　　 １６　 バネ座金　　　　　　　　 ２
３　ストップリング ２ １７　 ボルト ２

４ フック １ １８　 トン数シール １
５　ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １ １９　 エコライザシーブフレーム １
６　ワイヤ外レ止メバネ １ ２０　 グリースニップル ２

７　 丸小ネジ １ ２１　 エコライザシーブ １
８　 ユルミ止メ付ナット １　　　　　 ２２　 エコライザシーブピン １
９ 溝付ナット １　　　　　 ２３　 グリースニップル １

１０ 割ピン １　　　　　 ２４ キープレート １
１１　スラストベアリング １　　　　　 ２５　 バネ座金　　　　　　　 ２
１２　トラニオン １　　　　　 ２６　 ボルト ２

１３　カラー ４　　　　　 ２７　 ワイヤロープ １
１４　シーブカバー ４

フックブロック Ｌ１．０～Ｌ２．８Ｋ
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№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１ シーブ ２　　　　　 １４　 側板Ａ　　　　　　　　　 １
２ ボールベアリング ２ １５　 側板Ｂ　　　　　　　　 １
３ フック １ １６　 シーブピン １

４　 ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １ １７　 ナット ３
５ ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 １８　 六角穴付止メネジ ３
６ 六角穴付ボルト １ １９　 側板セットボルト ４

７　 ユルミ止メ付ナット １ ２０　 ディスタンスパイプ ４
８ フックナット １　　　　　 ２１　 バネ座金　　　　　　　　 ４
９　 割ピン １　　　　　 ２２　 ナット ４

１０ スラストベアリング １　　　　　　 ２３　 トン数銘板　　　　　　　 １
１１ トラニオン １　　　　　　 ２４　 丸小ネジ ２
１２ スラストカラー １ ２５　 ワイヤロープ １

１３　スラストカラー ２

フックブロック ＥＤ２．８（Ｈ）－Ｇ
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№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　 シーブ ２ １２　 グリースニップル １
２　 ボールベアリング ４ １３　 シーブカバーＡ　　　　　 １
３ フック １ １４　 シーブカバーＢ　　　　 １

４ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　 １　　　　　　 １５　 ボルト ２
５ ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　　 １６　 バネ座金　　　　　　　 ２
６ 六角穴付ボルト １　　　　　　 １７　 座金　　　　　　　　　　 ２

７ ユルミ止メ付ナット １　　　　　　 １８　 トン数銘板　　　　　　　 １
８ フックナット １　　　　　　 １９　 丸小ネジ ２
９ 六角穴付止メネジ １ ２０　 バネ座金　

１０ スラストベアリング １　　　　　　 ２１　 平座金　　　　　　　　　 ２
１１ トラニオン １ ２２　 ワイヤロープ １

フックブロック ＥＤ５Ｐ（Ｈ）・５（Ｈ）－Ｓ



－86－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ ２ １５　 トン数銘板　　　　　　 １
２　 ボールベアリング ４ １６　 丸小ネジ ２
３ フック １ １７ エコライザシーブフレーム １

４ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １　　　　　 １８　 エコライザシーブ １
５　 ワイヤ外レ止メバネ １ １９　 ボールベアリング ２
６ 六角穴付ボルト １　　　　　 ２０　 エコライザシーブピン １

７ ユルミ止メ付ナット １　　　　　 ２１　 キープレート １
８ フックナット １ ２２　 ボルト ２
９ 六角穴付止メネジ １ ２３　 六角ボルト ２

１０ スラストベアリング １ ２４　 ブッシュ ２
１１　トラニオン １ ２５　 バネ座金　　　　　　　　 ２
１２　グリースニップル １ ２６　 ボルト ２

１３ シーブカバーＡ　　　　　　　　 １ ２７　 ワイヤロープ １
１４ シーブカバーＢ　　　　　　　　 １

フックブロック ＥＤ５Ｐ（Ｈ）－Ｇ
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№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ ２ １５　 シーブカバーＢ　　　　　 １
２　ボールベアリング ４ １６　 トン数銘板　　　　　　　 １
３ フック １ １７ 丸小ネジ ２

４ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １　　　　　 １８　 エコライザシーブフレーム １
５　ワイヤ外レ止メバネ １ １９　 エコライザシーブ １
６ ピン １　　　　　 ２０　 ボールベアリング ２

７ 平座金　　　　　　　　　　　　 ２　　　　　 ２１　 エコライザシーブピン １
８ 割ピン ２ ２２　 キープレート １
９ フックナット １ ２３　 バネ座金　　　　　　　 ２

１０ 六角穴付止メネジ １ ２４　 ボルト ２
１１ スラストベアリング １ ２５　 ブッシュ ２
１２　トラニオン １ ２６　 バネ座金　　　　　　　　 ２

１３ グリースニップル １ ２７　 ボルト ２
１４ シーブカバーＡ　　　　　　　　 １

フックブロック ＥＤ7.5（Ｈ）－Ｇ・10（Ｈ）－Ｇ
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№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　 シーブ ２ １６　 ブロックフレームＡ　　　 １
２　 ボールベアリング ４ １７　 ブロックフレームＢ　　　 １
３　 ストップリング ２ １８　 シャフト １

４　 フック １　　　　　　 １９　 スラストカラー ２
５　 ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　　 １　　　　　 ２０　 ストップリング ２
６　 ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 ２１　 キープレート ２

７　 ピン １ ２２　 ボルト ４
８　 平座金　　　　　　　　　　　　 ２　　　　　　 ２３　 バネ座金　　　　　　　　 ４
９　 割ピン ２　　　　　 ２４　 フレームセットボルト ４

１０　 ナット １ ２５　 ナット ８
１１　 六角穴付止メネジ １　　　　　　 ２６　 バネ座金　　　　　　　　 ８
１２　 スラストベアリング １　　　　　　 ２７　 トン数銘板　　　　　　　 １

１３　 トラニオン １ ２８　 ボルト ２
１４　 グリースニップル １ ２９　 バネ座金　　　　　　　　　 ２
１５　 カラー ２ ３０　 ワイヤロープ １

フックブロック ＥＤ１０Ｐ（Ｈ）・１０（Ｈ）－Ｓ
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№　 名　　称　　 個数 №　　 名　　称　　　 個数 №　　 名　　称　　　個数

１　 シーブ ２ １６　 ブロックフレームＡ　 １ ３１　グリースニップル １
２　 ボールベアリング ４　　 １７ ブロックフレームＢ　 １ ３２　 エコライザシーブフレームセットボルト １
３　 ストップリング ２ １８ シーブピン １ ３３　 平座金　　　　　　 １

４　 フック １ １９　 スラストカラー ２ ３４ ボルト １　
５　 ワイヤ外レ止メ金具　 １ ２０ ストップリング ２ ３５　 割ピン １
６　 ワイヤ外レ止メバネ １ ２１　キープレート ２ ３６ エコライザシーブ １

７　 ピン １ ２２　 六角ボルト ４　 ３７ ボールベアリング ２
８　 平座金　　　　　　　２ ２３　 バネ座金　　　　　　 ４　 ３８　 ストップリング １
９　 割ピン ２ ２４　 フレームセットボルト ３　 ３９ エコライザシーブピン １

１０　 ナット １ ２５　 六角ボルト ６　 ４０　キープレート １
１１　 スプリングピン ２ ２６ バネ座金　　　　　　 ６　 ４１　ボルト ２
１２　 スラストベアリング １ ２７ トン数銘板　　　　　 １　 ４２　バネ座金　　　　　 ２

１３　 トラニオン １ ２８ 六角ボルト ２　 ４３ ワイヤロープ １
１４　 グリースニップル １ ２９ バネ座金　　　　　　 ２
１５　 カラー ２ ３０　 エコライザシーブフレーム １

フックブロック ＥＤ１５Ｐ（Ｈ）
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危　険

注　意

危　険

危　険

７－５ ワイヤロープ

ワイヤロープは、JISＧ3525の6×37Ａ種または6×Fi（29）Ｂ種を使用しており、ワイヤロープ末端

部はφ14以下はＮＨクランプ加工、φ16以上は合金詰加工を行っています｡

●ワイヤロープの端末加工は絶対に行わないでください。

●保守・点検は無負荷で行ってください。

（1）ワイヤロープの保守・点検

①ワイヤロープの油が切れていないか点検し、乾燥している

場合は、ワイヤロープ油またはグリースを塗布して下さい。

②ワイヤロープ、ドラム側、固定部、反ドラム側固定部、ワイ

ヤグリップ、末端金具等に異常がないか点検して下さい。

③ワイヤロープを曲げて内部断線の点検をしてください。

※注記 仕事量と年月を記録されて交換の参考にしてくだ

さい。

●交換方法を厳守してください。また、ワイヤグリップの締付けトルクは第20表
の値としてください。

（2）ワイヤロープの使用限度

●使用限度を超えての使用は絶対にしないでください。

ワイヤロープは、使用しておりますと寿命が来ます。以下の

症状が表われた場合は、ワイヤロープを交換してください。

①ロープ１よりの間において素線（フィラ線を除く）の数の

10％以上の素線が切断している場合。

②直径の減少が公称径の7％を超えた場合。

③キンクしたもの、形くずれしたもの、または腐食がある場合。

（3）ワイヤロープの交換について
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ワイヤロープは安全性に直接かかわる重要な部品であり、特に末端部の加工は大切です。末端加工は

絶対に行わず、日本ホイストの純正部品をご使用ください。

①500～2.8Ｋについて

・新しいワイヤロープに撚りを残
さないように延ばし、端末金具
を溝にはめ六角穴付ボルトを
取りつける。

・ワイヤロープ取付部までゆっ
くり引き出す。六角穴付ボル
トを取りはずし、端末金具を上
方に抜く。

・ウェッジソケットからワイヤロ
ープ、ワイヤウェッジをはずす。

・フックブロックを床上等に降
ろし、ワイヤクリップをはずす。
このときスペースパイプを落と
さないようにする。

・定格荷重をゆっくりと吊った後
にワイヤグリップの増し締めを
行い、その他に異常がないこと
を確認する。
締付トルクを第20表に示しま
す。

・スペースパイプを最上部にし
てワイヤグリップ2ヶをトルク
レンチで締めつける。
ワイヤグリップの間隔はワイヤ
ロープ径の約6倍とする。

・ワイヤロープをウェッジソケッ
トの下から上へ通し、再び下へ
通します。ワイヤロープがドラ
ムケースの下端より190 ～
200mm出るようにする。
ワイヤウェッジを入れ300kg程
度の荷重を吊ってワイヤロー
プ、ワイヤウェッジ、ウェッジ
ソケットが密着するようにする。

・ワイヤロープをボロ布等でつか
み、張力をかけて3～4回巻
き込みます。他端はフックブ
ロックに通します。

・ワイヤロープに撚りが残らないように延ば
し、端末金具をワイヤドラム両端の溝には
め、六角穴付ボルトを取り付ける。

・エコライザシーブをはずし、ワイヤロープを
はずす。

・フックブロックを床上に降ろし、ワイヤロー
プを引き出す。取付部近くは逆巻きをさける
ためにゆっくり引き出し、六角穴付ボルトを
はずしてワイヤロープを取りはずす。

ロープ径

6mm

9mm

12mm

締付トルク

70kgfcm

160kgfcm

240kgfcm

第20表

②Ｌ1.0Ｔ～2.8Ｈ－Ｇについて
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・ワイヤロープに張力をかけて両端から同時
に巻き込む。

・フックブロックを取り付け、定格荷重をゆ
っくりとつり取付各部に異常がないこと
を確認する。

・ワイヤロープの中央部にエコライザシーブ
を位置して取りつける。

・フックブロックを取り付け、定
格荷重をゆっくりとつり取付各
部に異常がないことを確認す
る。

・ドラムケース側のワイヤロープ
端末を取りつける。

・ワイヤロープに張力をかけて3
～ 4 回巻きつけ、他端は定
滑車に通す。

・ワイヤロープに撚りが残らない
ように延ばし、端末金具溝には
めて六角穴付ボルトを取りつけ
る。

・ワイヤロープの外し方は、①を参考にしてください。下記はワイヤロープの取り付け方です。

③５－Ｒについて

（4）ワイヤロープのよじれの直し方

①ワイヤロープのよじれの方向を第

21図を参考に確認してください。

またよじれ数はフックブロック半

回転で１回となり、１回転すると

２回になります。

②４本掛けはワイヤロープを取付部までひき出し、

六角穴付ボルトを外す。このときマジック等で位

置をマークしておくと便利です。第22図参照。

③フックブロックがＺ撚り方向によじれている場合、

２本掛けは第23図の状態でウェッジソケットを左

に回しながら正常な向きになるのを確認してくだ

さい。また４本掛けの場合は左右のよじれ数を確

認し、よじれ数の１回か1.5回転を加えて左に回し、

もう一方も同様にします。

④Ｓ撚り方向によじれている場合には逆方向に回転

させてください。

第21図

第23図

4本掛2本掛

第22図
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NHED4.8P－G・D5P－G

NHED4.8PH－G・D5PH－G

D4.8P・D5P

4.8P－S・5P－S

NHED7.5P－G

NHED10－G・D10P－G

NHED10H－G・D10PH－G

NHED10Ｐ・10P－Ｓ・D10P－Ｌ

NHED15P

NHED20－G

NHED20D

NHED30D

NHED40D

（5）ワイヤロープの掛け方

（6）ワイヤロープの種類

NHA300

NHA500H

NH（H・C・E）500

1.0T（K）

1.5T（K）

2.0T（K）（P）

2.8T（K）（P）

NHE4.8－R・5－R

NHE4.8H－R・5H－R

NHE4.8P－G・5P－G

NHE4.8PH－G・5PH－G

NHE10－R

NHEL1.0T・1.0K

NHEL1.5T・1.5K

NHEL2.0T（K）・2.8T（K）

NHEL4.8P－G・5P－G

NHED2.8－G

NHED2.8PH・2.8PH－S

NH（H・C・E）

NH（H・C・E）

10m

10m

6m

6m

12m

6m

12m

6m

12m

8m

12m

8m

6m

6m

6m

8m

6m

12m

6.0-2/1

6.0-2/1

6.0-2/1

9.0-2/1

9.0-2/1

12.0-2/1

12.0-2/1

11.2-4/1

11.2-4/1

12.5-4/2

12.5-4/2

16.0-4/1

6.0-4/2

6.3-4/2

9.0-4/2

12.5-4/2

9.0-4/2

10.0-4/2

6×37           A種

6×37           A種

6×37           A種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×37           A種

6×37           A種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

機　　　　種 ワイヤロープ機種径－掛数揚程 8m

12m

12m

18m

8m

12m

8m

12m

12m

18m

8m

12m

9m

12m

18m

8m

12m

8m

12m

10.0-6/2

12.5-4/2

12.5-4/2

12.5-4/2

12.5-6/2

12.5-6/2

12.5-6/2

12.5-6/2

18.0-4/2

18.0-4/2

18.0-6/2

18.0-6/2

18.0-8/2

22.4-4/2

22.4-4/2

22.4-6/2

22.4-6/2

22.4-8/2

22.4-8/2

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

NHE

フックブロック
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No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

数

量

割り

ピン

数

量

数

量

平座

金
ピン

数

量
連結

棒

数

量

過巻

テコ

数

量
制御

箱組
500～2.0T

2.0～2.8T

2.8K

D2.8－G～2.8H－G

2.0P～D2.8PH

5－R

機　種（NHE）

注　意

７－６　制御箱と過巻テコ

（1）制御箱

●屋外で使用される場合には制御箱に覆いを必ず設けてください。

●過巻リミットスイッチの常用はしないでください。特に常用する必要がある場
合には別途スイッチを設けてください。

●電磁接触器の２次側には進相コンデンサーを絶対に入れないでください。

●過巻テコの形状を変形させて巻上代を修正することは絶対に避けてください。

●制御箱、過巻テコの形状が変形したものは新しいものと交換してください。
ブレーキの動作異常、巻過ぎの動作異常の恐れがあります。

②ローヘッド形用制御盤①普通形用制御盤

A

A

A

A

B

Ｂ

1

1

1

1

1

1

◯

◯

◯

◯

◯

◯

A

A

A

B

A

C

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

数

1

1

1

2

1

2

2

2

2

部　品　名

制御箱

過巻防止装置

過巻テコ

ピン

平座金

割りピン

ボルト

バネ座金

セットパイプ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ
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割りピン
ボルト・ナット

数
量

2段切用
平座金

数
量

ピン用
平座金

ピン
（ボルト・ナット）

数
量過巻テコ数

量制御箱機種 （ＮＨＥ）

③ダブルレール形用制御盤

数
量

5P-G～5PH-G
D5P
D7.5P-G～10P-G
D7.5
E7.5-R～15-R
D10P～D15P
D15-R
D20-G
D20D～D30D
D40D

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

Ａ・Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｆ
Ｅ
Ｆ

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
―
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

割りピン
割りピン
割りピン
割りピン
ボルト・ナット
割りピン
割りピン
割りピン
割りピン
割りピン

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
2
1
1
2
1
2

2
2
2
2
―
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

5t～ 10t  Ｃ5t Ｂ5t～ 15t Ａ

20t～ 40tＦ10t～ 30t Ｅ15t Ｄ
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注　意

（2）過巻防止装置

●点検時には、それぞれのリミットスイッチが作動するか、必ず確認してくださ
い。

過巻防止装置は制御箱に内蔵され、過巻リミットスイッチ・過巻テコを組み合わせた構造で、この装

置は操作回路遮断用１段目リミットスイッチおよび主回路遮断用２段目リミットスイッチからなる構造

です。使用前には各リミットスイッチが動作することを確認してください。

第24図に示す通り、フックブロックを巻上げていくと、先づ１段目リミットスイッチで巻上用電磁

接触器ＭＣ1の操作回路を切ります。万一何かの原因でフックブロックが停止しないときは２段目リミッ

トスイッチで巻上用電動機の主回路の２線を遮断します。１段目リミットスイッチから２段目リミット

スイッチまで約40mmあり、通常動作では２段目が作動することはありませんが、作動したときの復帰

方法は、

2段目リミットスイッチ

まず点検台にホイストを移動し、電源を必ず切ります。作動した原因を調査しその原因を取り除いて

割りピンＡ、ナットＢをはずして接点を復帰させます。寸動運転で注意しながらフックブロックを下げ

た後にナット、割りピンを元の状態にしてください。

（3）２段目リミットスイッチの動作原因

①電源を逆相に接続したとき。 の押しボタンで巻上げますので、１段目リミットスイッチでは切れず、

２段目リミットスイッチ作動まで巻上げます。

②逆巻きしたとき。フックブロックを揚程最下以下に巻下げ続けると、ワイヤロープは逆巻をし、①と同

様な状態になります。

③巻上げ・巻下げ用電磁接触器が故障したとき。電磁接触器の操作回路は切れても、主回路が切れないで

巻上げ・巻下げを続けます。

下

1段目リミットスイッチ

Ａ

Ａ
Ｂ Ｂ
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注　意

（4）押ボタンスイッチ

●熱を加えないでください。炎を近づけないでください。

●変形・損傷したものは交換してください。

●接点および機構が摩耗したものは交換してください。

●金属ケースの押ボタンスイッチを使用される場合は、必ずアースを接続して
ください。

●屋外設置の場合、ホイストを使用していないときは雨水が押ボタンスイッチ
に入らないようにしてください。

●雨が降ったあとには押ボタンスイッチを点検してください。

押ボタンスイッチにて制御箱の電磁接触器を開閉し、ホイ

ストの巻上げ・巻下げ・横行・走行を運転する、いわゆる補助

回路方式を採用していますので、手元の押ボタンスイッチの

電流は僅かでしかも効率がよく長寿命となっています。

インターロックは機械的に施してありますので、同時押しに

よる接点溶着の心配がありません。また押ボタンスイッチの

取付部は、保護ブッシング（特許）を使用し、防滴防塵構造にな

っており、操作スイッチの重み、使用の際の引張りによるキャ

ブタイヤケーブルの断線を防ぎます。動作は文字で表わしてあ

ります。

・文字表示と用途

種　　　　　　類
2点押ボタンスイッチ
4点押ボタンスイッチ
6点押ボタンスイッチ

用 途
懸垂（NH）・手動横行（NHH）・鎖動横行（NHC）
電動横行（NHE） 手動・鎖動のクレーン走行（NHE）
電動横行　電動走行（NHEE）

押しボタン文字
上・下

上・下・東・西
上・下・東・西・南・北

制御箱への押ボタンスイッチの取り付けは、抜き差し自由な「ファストン」でもって制御箱内におい

（5）「ファストン」コンセント

押シボタン側 押シボタン側押シボタン側 制御箱側制御箱側 制御箱側
6点走行4点・6点上下横行2点上下

タブ・ハウジング リセプタクル・ハウジング 押シボタンスイッチ側 リセプタクル 制御盤側

タブ

1 ：電源
3 ：上
5 ：下
7 ：東
8 ：西
10：南
11：北
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危　険

て接続し、保護ブッシングを利用して取り付けます。（26ページ参照）

このファストンの構造は、リセプタクルとそれに嵌合するタブからなる抜き差し自由な接続子－ファ

ストン端子－を各々用のハウジングに納めて多極コネクター－ファストン－として使用するもので、フ

ァストンそのものの高信頼性に加え、結線速度の短縮、作業の簡便さ、仕上りの均一等、経済性・作業

性・信頼性とも優れています。

・配線をするときのお願い

●電源線は必ず主電源用開閉器を通して結線してください。

●電路のむやみな変更・改造は絶対に行わないでください。

●マグネット（電磁接触器）、リミットスイッチ、押ボタンスイッチの使用限
度に達したもの、接点の荒れたものは必ず交換してください。

●マグネット（電磁接触器）、リミットスイッチ、押ボタンスイッチは回数消
耗品です。寿命に近づいたものは早めに交換してください。

●ご使用されないときは必ず開閉器を切っておいてください。また開閉器はお客
様の方でご準備ください。

７－７ 電路図と電磁接触器

記号 部品名 備考
IM1
MB1
IM2
MB2
MC1
MC2
MC3
MC11
MC12
THR
RF
ZNR
LS1
LS2
PBS
PBS
PBS

電動機
電磁ブレーキ
電動機
電磁ブレーキ
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器

整流器
サージ吸収素子
1段目リミットスイッチ
2段目リミットスイッチ
押ボタンスイッチ
押ボタンスイッチ
押ボタンスイッチ

巻上
巻上
横行
横行
巻上（上）
巻上（下）
巻上ブレーキ
横行（東）
横行（西）
巻上加熱防止
巻上・横行
巻上・横行
過巻防止装置
過巻防止装置
2点
4点
6点

備考部品名記号
IM1-1
IM1-2
MB1-1
MB1-2
IM2-1
IM2-2
MB2-1
MB2-2
MC1
MC2
MC3
MC4
MC5
MC6
MC11
MC12
R
RF
ZNR
LS1
LS2
PBS
PBS

電動機
電動機
電磁ブレーキ
電磁ブレーキ
電動機
電動機
電磁ブレーキ
電磁ブレーキ
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
リレー
整流器
サージ吸収素子
1段目リミットスイッチ
2段目リミットスイッチ
押ボタンスイッチ
押ボタンスイッチ

巻上
巻上
巻上ブレーキ
巻上ブレーキ
横行
横行
横行ブレーキ
横行ブレーキ
巻上
巻上
巻上
巻上
巻上
巻上
横行
横行
操作
巻上・横行
巻上・横行
過巻防止装置
過巻防止装置
4点
6点

ツースピードシングルスピード

※注記 接点の摩耗等につきましては、８章の「ホイスト式クレーン点検基準表」をご覧ください。
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●ＮＨ ＮＨＨ ＮＨＣ １．０Ｔ／Ｋ ２．０Ｔ（2.0Ｋ 2.8Ｔ）

●ＮＨＥ １．０Ｔ／Ｋ ２．０Ｔ（２．０Ｋ ２．８Ｔ）
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MC1 MC2

RF

巻　上

IM
1

MB
1

ZNR

MC3
ZNR ZNR

LS2 MC2

26

MC1

ZNR

U V W B2B1

R S T

3φ200V 50/60Hz
220V 60Hz

1

3 5

上 下

LS1

2

巻
上

下

巻
上

上

22

MC2 MC1

23 25
MC
1

MC
2

MC3

S

MC1 MC2

横　行

MC MC
11 12

IM
U V W

RF

巻　上

IM
1

MB
1

ZNR

MC3
ZNR ZNR

2

ZNR

RF

MB
2

MC2

26

MC1LS2

ZNR

U V W B2B1

R S T

3φ200V 50/60Hz
220V 60Hz

1

3 5 7 8

上 下 東 西

22

MC2 MC1 MC MC
12 11

23 25
MC
1

MC MC MC
2 11 12

51 52

2

横
行

西

横
行

東

巻
上

下

巻
上

上

LS1

MC3

S

●ＮＨ ＮＨＨ ＮＨＣ ５００ 2.0Ｋ 2.8Ｔ（3.3／4.0kW-4Ｐタイプ）

●ＮＨＥ ５００ ２．０Ｋ ２．８Ｔ（3.3／4.0kW-4Ｐタイプ）
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●ＮＨＥＥ １．０Ｔ／Ｋ ２．０Ｔ ２．８Ｈ－Ｇ Ｄ２．８－Ｇ Ｄ２．８Ｈ－Ｇ（2.0Ｋ 2.8Ｔ）

●ＮＨＥＥ ５００ ２．０Ｋ ２．８Ｔ（3.3／4.0kW-4Ｐ）
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●ＮＨＥＥ ２．８Ｋ

●ＮＨＥＥ ２．０／２．８Ｐ ５Ｐ－Ｇ
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●ＮＨＥＥ ５Ｐ

●ＮＨＥ Ｄ２０Ｄ Ｄ３０Ｄ
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7－8 走行配線例

ホイストの全動作は電磁接触器を介して行います。

上下横行としては電磁接触器をホイストに標準装備

していますが、走行用として別途正逆2ヶの電磁接

触器が必要です。

右に走行電動機の接続図を示します。この例はス

ピードチェンジ等を行わない一般的な配線方法です。

記　号　 部　品　名　 備　考
IM 3－1 電動機　 走行
IM 3－2 電動機　 走行
MB3－1 電磁ブレーキ 走行
MB3－2 電磁ブレーキ 走行
RF 整流器　 電動機
MC21 電磁接触器　 走行（南）
MC22 電磁接触器　 走行（北）
PBS 6点押ボタンスイッチ

なお、走行用電磁接触器を選定・取付けされる場

合には、走行電動機および電磁接触器の取扱説明書

に従ってください。あるいは当社にご相談ください。
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注　意

８．ホイストの保守と定期自主検査

長期にわたり機械を調子よく使うには保守と使用方法にかかってきます。保守点検の方法についてはＰ．105

からの点検基準表を参考に実施してください。クレーン災害を未然に防止するためにも定期自主検査は確実に

実施してください。この定期自主検査を安全有効に実施するためには、点検台、そこへの昇降設備、墜落防止

等一連の設備を設置しておくと便利であり、急に調子が悪くなった場合でも直ちに点検ができます。

８－１ 定期自主検査

（1）年次自主検査

事業者は、クレーンを設置した後、１年以内ごとに１回、定期に、当該クレーンについて自主検査を行

わなければなりません。自主検査においては、構造部分、機械部分、電気部分、ワイヤロープ、つり具お

よび基礎の異常の有無等についての検査を行うほか荷重試験を行わなければなりません。

（2）月次自主検査

事業者は、クレーンについて、１月以内ごとに１回、定期に、自主検査を行わなければなりません。実際

には安全上の重要性、保守上の難易、使用頻度の大小、消耗品か否か等によって、各部分の点検時期を定

めるのが望ましい。

８－３ 作業開始前の点検

８－４ 暴風後等の点検

８－２ 定期自主検査の注意

（1）検査は必ずホイストの電源を切ってから行ってください。

（2）検査中の表示をしてから行ってください。

（3）分解は必ずホイストを地上におろして行ってください。

（4）交換する部品は、弊社の指定部品以外は絶対に使用しないでください。

毎日の作業を開始する前に、分解をしないで確認できる範囲で正常に動作をするかどうかを点検するも

のであり、作業者自身が行います。ただし、数人の作業者が取り扱うホイストにおいては、そのホイスト

の責任者が行います。空荷のまま押ボタンスイッチを操作して次頁の日常点検表を参考にしてご確認く

ださい。

事業者は、屋外設置のクレーンを用いて瞬間風速が毎秒30ｍをこえる風が吹いた後、または震度４以上

の地震のあとに作業を行うときは、あらかじめ、クレーンの各部分の異常の有無について点検を行わな

ければなりません。



－106－

８－７ 各部の使用限度

８－８ アフターサービスについて

８－６ 補修

８－５ 自主検査等の記録

事業者は、年次・月次自主検査および暴風後等の点検の結果を記録し、これを３年間保存しなければな

りません。

事業者は、上記の定期自主検査等を行った場合において、異常を認めたときは、直ちに補修しなければ

なりません。

各部の使用限度（摩耗限度）は、次頁からの点検基準表および構造説明書の各部品説明欄に記載してあ

ります。それぞれの部品の使用限度（摩耗限度）をこえて使用することは非常に危険が伴います。ぜひ、

新しい部品に取り替えてください。

（1）部品を購入されるときは、部品番号と部品名称を指定してください。

（2）製品について連絡されるときは、形式（TYPE）と製造番号（MFG、No）を教えてください。

（3）使用中に異常が生じたときには直ちに使用を中止して、当社指定の代理店・アフターショップへ修理

依頼してください。異常のまま使用しないでください。

日常点検表

日　常　点　検　事　項

運転者の歩行範囲にある特別な障害物に気をつける。

横行レールを床上から見渡し異常はないか。

押ボタンスイッチの表示通り円滑に動くか。

ブレーキの効き具合はよいか。

リミットスイッチは確実に作動するか。

平素と異なる音、においまたは振動はないか。

フックブロックのシーブは円滑に回転するか。

フックは容易に回り、かつフックナットの止めに異常はない

か、またワイヤロープがシーブから外れることはないか。

ワイヤロープはドラムに正しく巻きつけられているか。

玉掛用具に異常はないか。

説　　　　明

走行の安全の確認

ストッパにも気をつける。

逆動作の場合にはリミットが効かない。

押ボタンスイッチから指を離した後
のフックブロックの移動距離が20～50
mm以内なら正常、もし停止時間が１
秒以上もかかったり、動きに円滑さを
欠くようなら故障である。

つり荷の落下防止

寿命を縮めたり断線の原因になる。
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ホイスト式クレーン点検基準表

走行レール

クレーンガーダ

ガーダ

サドル

走行レール

整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

レール踏面の塵埃の状態　　　 塵埃が集積していないこと

レール踏面の油付着の状態　　　 不要な油が付着してないこと

レール取付ボルトの緩み 緩みがあってはならない

スパンの測定　　　　　　　　 許容限度±5mm（サスペンション形）
許容限度±10mm（トップランニング形）25ｍ未満
許容限度±15mm（トップランニング形）25ｍ～40未満

レールの勾配の測定 1／300 以下（サスペンション形）
1／500 以下（トップランニング形）

走行レール相互間の高低差　　　 1／500×（スパン）以下

レールジョイントのくい違い 路面、側面とも0.5mm以下

レールジョイント部の間げき 踏面において３mm以下

レールの亀裂及び変形　　　　　 レールに亀裂及び変形のないこと

レールの摩耗　　　　　　　 踏面において原寸の10％ 以下Ⅰ形鋼レール
側面の摩耗：原寸の5％以下

サドルと主ガーダのずれ サドルは主ガーダに正しく直角に取り付けら
れていること

構造部材の外観　　　　　　　 異常変形破損がないこと

接合箇所の状態　　　　　　　 緩み、亀裂がないこと

走行車輪踏み面の摩耗　　　 踏み面の摩耗限度　直径の５％以下

走行車輪の真円度 踏面直径で0.8mm以下

フランジ厚さの摩耗　　　　　 原寸厚さの50％以下

走行レールと両フランジ間の隙間 車輪踏み面幅の50％以下
（サスペンション形の時）

左右車輪の直径差　　　　　　 駆動輪　直径の１％以下
従動輪　直径の１％以下

車輪の摩耗　　　　　　　　　 車軸径の２％以下

軸と軸受けメタルの間の隙間　 原軸径の４％以下

ころがり軸受けの損耗　　　　 破損又は有害な傷がないこと

構造部材の外観　　　　　　　 外傷、異常変形がないこと

結合箇所の状態　　　　　　　 緩みがないこと

溶接箇所の状態　　　　　　　 亀裂がないこと

腐蝕の状態　　　　　　　　　 腐蝕は原板厚の10％を限度とする
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クレーンガーダ

ガーダ

走行機械部分

歯車

軸、軸受けと

オイルシール

ブレーキ

整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

塗装の状態　　　　　　　　　 剥離がないこと

横行レールの摩耗　　　　 踏み面側面とも原寸の10％以下

横行レールゲージ 許容限度±５mm

横行レール取付状態　　　　　 亀裂、緩みがないこと

減速機の軸平行度　　　　　　 ドライビングシャフトと減速機軸が平行であること

減速機の取付状態　　　　　　 取付ボルト等に緩みのないこと

減速機の外観　　　　　　　　 ケーシングに外傷、破損のないこと

歯車の噛み合う歯面の状態　　 異常摩耗がないこと

歯車の歯厚の摩耗　　　　　　　 第一段歯車 原寸厚さ10％以下
其の他の歯車 原寸厚さ40％以下

キー及びキー溝の状態　　　　 変形緩みがないこと

軸の摩耗　　　　　　　　　　 駆 動　軸 原軸径の3％以下
其の他の軸　原軸径の5％以下

軸と軸受けメタル間の隙間　　　 原軸径の 歯車軸　　 2％以下
其の他の軸　４％以下

ころがり軸受けの損耗　　　　 破損又は有害な傷がないこと

オイルシールの損耗　　　　 リップ又はその当たる軸の表面に有害な傷
がないこと

歯車其の他の安全カバーの取付 安全カバーに破損、脱落がないこと。
状態　　　　　　　　　　　　　 取付が緩んでいないこと。

ドライビングシャフトの軸受の取付状態 軸受けの取付が緩んでいないこと

巻上歯車の歯厚の摩耗　　　　 第一段歯車 歯厚寸法の5％以下
其の他の歯車 歯厚寸法の20％以下

横行歯車の歯厚の摩耗　　　 ピッチ円で原寸厚さの40％以下

かみ合い歯面の状態　　　　　 異常摩耗がないこと

歯車軸の摩耗　　　　　　　　 原軸径の1％以下

其の他の軸の摩耗　　　　　　 原軸径の２％以下

軸と軸受けメタル間の隙間　　　 原軸径の 歯車軸　　　　　　　 2％以下
モータピニオン＆ドラムシャフト 1％以下
其の他の軸　　　　　 4％以下

ころがり軸受けの摩耗　　　　 破損又は有害な傷がないこと

オイルシールの損耗　　　　　 リップまたはその当たる軸の表面に有害な
傷がないこと

ライニングの摩耗　　　　　　　　 Ｐ．39～Ｐ．45  ｂ．ブレーキライニングの使用
限度の項を参照して下さい。

電気ホイスト
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整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

電気ホイスト

ブレーキ

横行車輪

フック

ワイヤロープ

ロードチェーン

軸継ぎ手

スイッチ類

コレクタホイール

ケーブル
電気部分

ブレーキタイプホイールの損耗変形　 亀裂及び異常変形がないこと

ブレーキ機構部分の摩耗　　　　 ブレーキの作動に支障がないこと

ブレーキ機構部分のボルト、ナット及び 緩みまたは脱落が無いこと
脱落の有無

ブレーキ機構部分の電磁石の作動　 異常音または異臭がなく作動が円滑である
状態　　　　　　　　　　　　 こと

踏面の摩耗　　　　　　　　　 原踏み面最大直径の5％以下

踏面の真円度　　　　　　　　 踏み面直径で0.8mm以下

左右車輪の直径差　　　　　 動輪直径の0.2％以下
従輪直径の0.5％以下

フランジ厚さの摩耗　　　　　　　　原寸厚さの50％以下ただし、モノレール形は
フランジとレール幅の最大隙間を車輪踏み面の
50％以下とする

つり金具のかかる所の摩耗　　　 原寸の5％以下

フックの口の開き 原寸の5％以下

フックの外傷　　　　　　　　　　 フックの表面に亀裂等がないこと

フックのネジ部の異常　　　　　　 亀裂及び摩耗がないこと

溝底の摩耗　　　　　　　　　 鋳鉄製ワイヤロープ径の25％まで

変形、腐蝕等　　　　　　　　 著しい形くずれ、腐蝕がないこと

ロープエンドの異常　　　　　　　 とくに断線、腐蝕に注意のこと

ワイヤロープの長さ 規定寸法があること

腐蝕等　　　　　　　　　　　 著しい腐蝕がないこと

チェーンエンドの状態　　　　　　　 エンド金具に異常がないこと

キー、キー溝及びスプライン部の状態 変形、緩み、異常摩耗がないこと

損傷の有無　　　　　　　　　 有害な損傷がないこと

接点の摩耗　　　　　　　　　 原寸厚さの50％以下

機構部分の摩耗　　　　　　　　 作動に支障がないこと

ホイール接触面の摩耗　　　　　　 ホイール直径で原直径の20％以下

ホイール穴径と軸の隙間　　　　 原軸径の20％以下

キャブタイヤケーブル 外傷、劣化、断線、其の他の異常がない
こと

リード線

ケーブルつり金具　　　　　　　 円滑に動くこと

シーブ
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整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

電気部分

電源電路

絶縁

接地

組立
組立

点検台

建築側点検台

移動点検台

無負荷運転

定荷重試験

メカニカルブレーキ

試運転

トロリー線設置側の電線の確認　 マグネットスイッチの操作コイルの一端が設置側の
電源につながっていることの確認　　

電源スイッチの状態　　　　　　 損傷がないこと

電源スイッチの内部の状態　　　 結線に緩み、損傷がないこと適したヒューズ
が付いていること

全回路の絶縁抵抗値　　　　　 200Ｖ級　　0.2ＭΩ以上
400Ｖ級　　0.4ＭΩ以上

走行レールの接地　　　　　　　 接地状態が良好であること

潤滑油（給油） 指定の油を適量にすること

組立　　　　　　　　　　　　 指定通りの方法ですること

点検台のはしごの状態　　　　 ぐらつき、破損がないこと

点検台の取付状態　　　　　　 ぐらつき、破損がないこと

点検台の床面の状態　　　　　 すべり、つまずきがないこと

可搬、昇降装置の状態　　　 異常がないこと

すべり止め（ブレーキ）の状態　 確実にロックできること

手摺其の他の保護装置の状態　 破損等がなくて、十分安全であること

試運転前の点検　　　　　　　 障害物がないこと

無負荷運転　　　　　　　　　 押しボタンの表示通り動くこと、異常音が
ないこと

リミットスイッチ 上限で確実に止まること

定格荷重をクレーンスパンの中央部 たわみ量：スパンの1／800以下完全に復元
でつってクレーンガーダ のたわみ及 すること
び復元を測定　　

巻上・巻下を行う 異常音、振動がないこと

電磁ブレーキ 巻下中、押しボタンを放してからフックの滑
りが1分間の巻上距離の1％以下

ホイストの横行　　　　　　　　 異常音、振動がないこと

クレーンの走行　　　　　　　　 ランウェイ、クレーンに異常音がないこと。クレーンが
斜行又は蛇行しないこと

宙づり機能　　　　　　　　　 定格荷重をつり、電磁ブレーキを緩めた状態
で荷重を保持すること







緊急時の連絡先
ホイストに異常があるにもかかわらず原因が不明で適切な処置が行えない場合、また

は日常点検では正常であっても機械の作動が異常な場合は、購入店あるいは最寄りの

弊社支店・営業所へ連絡してください。

本社／工場　広島県福山市津之郷町津之郷２５８−４（〒７２０−０８４１）
　　　電話（０８４）９５１-２２１１番（代表）FAX９５１-３００５

販 売 店

資料番号　NA26（令和６年８月）




